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序     文 

日本国政府は、スーダン国政府の要請に基づき、「水供給人材育成計画プロジェクト」を実施

することを決定し、2008 年 6 月から 2011 年 3 月までの約 3 年間のプロジェクトを実施していま

す。 

当機構は、プロジェクト開始から約 2 年半が経過した 2010 年 10 月に終了時評価調査団を現地

に派遣し、スーダン側のカウンターパートと合同でこれまでの活動実績ならびにその結果につい

て終了時評価を行いました。 

評価結果はミニッツに取りまとめられ、日本国とスーダン国双方の合意のもとに署名交換が行

われました。本報告書は、今回の調査および協議結果をとりまとめたものであり、今後、本案件

を効果的、効率的に実施して行くための参考として、広く活用されることを願うものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援を戴いた関係各位に対し、心より感謝申し上げるとともに、

引き続き一層のご支援をお願いする次第です。 

 

 

2010 年 12 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

地球環境部 

部長 江島 真也 
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プロジェクトサイト位置図 

北部 15 州対象 

PWCT（国営水公社研

修センター）所在地 
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写 真 集 

 

研修センター外観 研修の様子 

給水施設の視察 ナイル川 

州水公社での協議 ミニッツ署名者の協議 
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略 語 表 

略語 正式名称 日本語表記 

BSc Bachelor of Science 学士（理学） 

GIS Geographic Information System(s) 地理情報システム 

GWD Groundwater Wadis Directorate 地下水ワジ公社 

JCC Joint Coordinating Committee 合同調整委員会 

JICA Japan International Cooperation 国際協力機構 

JICS Japan International Cooperation System 日本国際協力システム 

KSWC Khartoum for Water and Services Company ハルツーム州水公社 

KTC Kilo Ten Training Centre キロ・テン研修センター 

MIWR Ministry of Irrigation and Water Resources 灌漑・水資源省 

MIC Ministry of International Cooperation 国際援助省 

MIFG Ministry of Federal Governance 連邦統治省 

MSc Master of Science 修士（理学） 

NCMWE National Corporation for Manufacturing 

Water Equipment 

国営水機材製作公社 

NG (Sudan) National Government スーダン政府 

O&M Operation and Maintenance 運営維持管理 

PDM Project Design matrix プロジェクト・デザイン・マトリックス

PO Plan and Operation 実施計画 

POM Project Operations Manual プロジェクト・運営マニュアル 

PWC Public Water Corporation 国営水公社 

PWCT Public Water Corporation Training Center 国営水公社研修センター 

SWC State Water Corporation 州水公社 

UNDP United Nations Development Programme 国連開発計画 

UNICEF United Nations Children's Fund 国連児童基金 

WB World Bank 世界銀行 

WES Water Environment Services 水と環境衛生プロジェクト 

WHO World Health Organization 国連保健機関 
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終了時評価調査結果要約表 

1. 案件の概要 

国名：スーダン共和国 案件名：スーダン水供給人材育成計画プロジェクト 

分野：水資源管理 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：地球環境部水資源第二課 協力金額（評価時点）：3.3 億円 

協力期間：2008 年 6 月～2011 年 3 月

先方関係機関： 

国営水公社研修センター（PWCT） 

日本側協力機関：特になし 

他の関連協力：特になし 

1-1 協力の背景と概要 

現在、スーダンにおける安全な水へのアクセス率の平均は 59%で、都市部は 70%、農村部は

52%である。一人一日当たり給水量は、現在都市部で 30～50 リットル/日・人、農村部では 6～

18 リットル/日・人となっている。スーダン国家 25 カ年給水計画（2003～2027）によれば、2027

年までに、安全な水のアクセス率を 100%に、一人一日当たり給水量は、都市部で 150 リットル

/日・人、農村部で 50 リットル/日・人に引き上げることを目指している。 

スーダンでは国営水公社（Public Water Corporation：PWC）が給水事業全般の権限を有してい

たが、地方分権化政策により、給水施設の維持管理については州水公社（State Water Corporation：

SWC）に権限委譲された。これに伴い、PWC の役割は給水政策の策定、大規模給水施設建設、

SWC のモニタリング、人材育成に限定されることとなった。 

一方、SWC は都市と村落両方の給水施設維持管理の他に小規模給水施設の建設に責任を持

つ。各 SWC の給水人口規模は、首都であるハルツーム州 SWC の 450 万人やゲジーラ州 SWC

の 305 万人から、紅海州・青ナイル州 SWC の 30 万人程度まで様々であり、また、水源や給水

施設の形態も州ごとに異なる。技術者数は、エンジニアクラスは多くても各州 80 人程度（測量、

化学等も含む）と少ないことから、各エンジニアが専門分野以外の対応を余儀なくされている。

更に、SWC が実施する給水事業は昨今の状況変化により様々な課題を抱えている。 

今後、一人あたり給水量の増加に伴い浄水場の新規建設が計画されていることを勘案すると、

技術者の増員及び能力強化が必要となるが、現在のスーダンではハルツーム州 SWC が小規模な

内部向け研修を行っているのみであり、全 SWC を対象とする研修やそれらを行う施設は存在し

ない。 

この様な状況の下、スーダン政府は、人材育成を主な業務の一つとする PWC に全 SWC に対

する研修機能を付加することを決定し、研修センター（Public Water Corporation Training Center：

PWCT）を含む PWC 新庁舎をハルツームの南 6km の地に建設した。今後 PWC は PWCT に基本

的な機材及び人材を配置する計画であるが、研修内容の計画・実施能力が不十分であることか

ら、2006 年に我が国に対し技術協力を要請した。これを受けて事前調査団が 2007 年 10 月に派

遣され、2008 年 4 月 9 日の R/D 署名を経てプロジェクトが開始された。 

 

1-2 協力内容 

(1) 上位目標 
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北部スーダンにおける水供給安定のための組織的能力が向上する。 

指標 1： 各 SWC で 7 人以上の核となる人材が育成される。 

指標 2： 実施された研修コースから学んだ教訓が州予算に基づき年間給水計画（3－5 年

間）に適用される。 
 

(2) プロジェクト目標 

PWCT が研修実施体制を確立する。 

指標 1： 研修生による研修コースの評価平均点が 90%以上になる。 

指標 2： 研修生による研修管理の評価平均点が 90%以上になる。 

指標 3： 少なくとも 90%以上の研修生がコースを満足に修了した証明書を得る。 
 

(3) 成果 

成果 1：PWCT が研修計画・実施能力を獲得する。 

指標 1-1： 研修コース管理と実施の作業の 80%以上がコースコーディネーターによって実

施される。 

指標 1-2： 3 つの基幹コース、4 つのアドホック研修コースの年間計画、マニュアル、教材、

シラバスを確立する。 

指標 1-3： 研修サイトが確立される〔キロ・テン研修センター（Kilo Ten Training Centre：

KTC）。 

指標 1-4： 全研修コースの講師への評価の改善。 
 

成果 2：PWCT が研修運営に必要な事務管理能力を獲得する。 

指標 2-1： 活動 2（-1）に示されている就業規則と業務分掌が改定される。 

指標 2-2： 研修コースの改善された教材やテキストの適切な管理。 

指標 2-3： 研修センター予算の適切な管理。 
 

成果 3：PWCT の問題解決能力と研修コースにフィードバックする能力が向上する。 

指標 3-1： 3 つの基幹コースの 5 回以上の実施とアドホックコースの 3 回以上の実施。 

指標 3-2： 活動 3-2 の各観点における問題点と困難の数。 

指標 3-3： 活動 3-2 に基づいた研修センターの全活動の改善の数。 
 

(4) 投入（評価時点） 

日本側： 

専門家派遣 9 名(65.9 人/月)  機 材 供 与  約 6400 万円 

研修員受入 8 名( 3.5 人/月)  ローカルコスト負担 約 1250 万円 

  合計 約 7650 万円 

スーダン国側： 

カウンターパート配置  18 名（2010 年 11 月時点） 

 ローカルコスト負担 433,155SDG 

執務スペース提供 
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2. 評価調査団の概要 

調査者 丸尾 祐二  総括    JICA 国際協力専門員 

佐藤 隼人  協力企画  JICA 地球環境部水資源第二課 

山内 珠比  評価分析  アイ・シー・ネット株式会社 

調査期間 2010 年 10 月 12 日－2010 年 11 月 4 日 評価種類：終了時評価 

3. 評価結果の概要 

3-1 実績の確認 

(1) プロジェクト目標の達成度 

終了時評価時点で、プロジェクト目標は概ね達成されつつあると判断できる。スーダン共和

国の PWCT 立後間もなく本プロジェクトが開始されたため、プロジェクトは研修実施のための

組織体制の構築、ワークショップや建物の整備なども支援し、研修実施体制はほぼ確立されつ

つある。他方、カウンターパートの研修実施能力には課題もあるため、継続的なモニタリング

が必要である。 

 

指標１： 受講生による講師及びコースの評価がそれぞれ 91 点、90 点であり、既に達成して

いる。 

指標２： 受講生による研修管理、宿舎、食事の評価がそれぞれ 85 点、82 点、72 点である。

研修管理については、さらに向上させてプロジェクト終了までに達成されることが

期待される。 

指標３： 研修生全員が修了証を受領した。研修生に対する試験結果の平均点は 60 点で概ね

合格点に達しているため、指標は概ね達成された。 
 

(2) 成果 1 の達成度 

成果 1 は、ほぼ達成されたと判断できる。その理由は以下のとおり。 

・ 指標 1-1：2010 年に実施された 7 つの研修コースにおいて、コースコーディネーターによ

り行われた作業割合は平均 84%である。 

・ 指標 1-2：現地調査で把握されたニーズに基づき、研修コース内容が作成された。シラバ

スと 4 つの研修評価・管理マニュアルも専門家によって準備された。年間研修計画がプロ

ジェクトの進捗に伴い立案された。教材が各講師によって提供され、全コース実施完了時、

教材が 1 冊に最終化予定。 

・ 指標 1-3：KTC が 2010 年 1 月に必要な機材を備えて建設された。 

・ 指標 1-4：2 回以上講師を務めた 12 名のうち 6 名が評価結果を以前より改善したのに対し、

4 名の講師は評価結果が低くなった。ただ、研修生による評価は講師との相性によって評

価される場合があり、評価が低い講師でも良い講義をする講師もいる。評価の低くなった

4 名のうち 2 名は他の講師に交代されたが、他の講師については適切な人材が限られてい

ることから交代できずにいる。 
 

(3) 成果 2 の達成度 

成果２は、指標をほぼ達成している。専門家は研修コースを管理するための 12 のマニュアル

の作成を支援し、その活用方法を教えた。予算の管理にはまだ課題が残る。 
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・指標 2-1：PWCT の就業規則やスタッフの業務指示（TOR）が変化するニーズや状況に応じて

改訂されている。これらは 2011 年 1 月に完成する予定である。 

・指標 2-2： テキストや教材は専門家室に保管され、カウンターパートや講師が利用するため

に適切に管理されている。著作権に対する意識が低かったので、著作権に関する講義がカウ

ンターパートに対して行われた。機材が設置された後、機材管理専門家が機材リストや維持

管理マニュアルを使って、機材の維持管理方法についてワークショップスタッフに説明した。

・指標 2-3：予算管理システムがマニュアルに基づいて構築された。PWCT の予算表が作成され

た。予算はマニュアルに沿って管理されているが、PWCT の予算は PWC の予算の一部であり、

独自の銀行口座を持っていないため、PWCT で適切な予算管理が行われず、突然の支払いが

不可能である。 
 

(4) 成果 3 の達成度 

成果 3 は、指標を達成している。ただし、カウンターパートだけで問題点や改善策を見出す

には時間がかかる。 
 

・指標 3-1：2 つの基幹コース（給水施設、データベース/GIS）は 5 回、もう 1 つの基幹コース

（浄水場運営維持管理）は 4 回実施される予定である。2 つのアドホックコース（水質分析、

管網管理）は 2 回、その他 2 つのアドホックコース（井戸管理、組織管理）は 3 回実施され

る予定である。 

・指標 3-2：問題や課題はあげられた。しかし、専門家によると、カウンターパートは、問題点

や課題を見つけることが難しいため、専門家は研修後の反省会でカウンターパートに問題点

を教えた。しかし、カウンターパートだけで見つけるには時間がかかる。 

・指標 3-3：把握された問題点や課題に基づき、専門家の支援を得てカウンターパートが解決策

や改善方法を見つけようとした。これらの努力を通じて、問題点の大半は改善することがで

きた。しかしながら、改善策の大半は専門家によって行われたため、今後カウンターパート

だけで考えていくよう努力することが必要である。 
 

3-2 評価結果の要約 

(1) 妥当性 

プロジェクトの妥当性は高いと判断される。 
 

プロジェクトを取り巻く政策環境は、中間レビュー時から変化はなく、プロジェクトの政策

的妥当性は現在も高い。プロジェクトの目的はスーダンの国家開発計画や水政策（ドラフト）、

日本の援助方針に合致している。プロジェクトは北部スーダンの持続可能な給水サービスのた

めのニーズに合致している。北部スーダンでは 10 年以上も給水に関する研修を行っていなかっ

たため、本プロジェクトの意義は大きい。研修コースのテーマは、現地調査で SWC の緊急ニー

ズとして確認された。コースの内容は、現地調査や研修コース後の研修生へのインタビューに

基づいて開発されたものである。しかし、まだ各 SWC の研修ニーズに関する情報収集が十分で

ないため、今後の PWC の研修計画のために、プロジェクト終了までにそれらを収集することが

予定されている。 
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PWCT の現在の能力を考えると、プロジェクトでは、各 SWC から派遣された各コース 1 名の

研修生が受講後、SWC の同僚に研修するという講師研修（Training of Trainers：ToT）システム

を採用したことは適切であった。だが、各州の膨大な研修ニーズを考えると、将来 PWCT の能

力を向上させ、研修コース、研修生数を増加させることが望まれる。 

日本は給水セクターで高い技術があり、優れた研修施設も持っている。日本の高い給水技術

はスーダンの現在の給水状況にも適用できる。 
 

(2) 有効性 

プロジェクトの有効性は高いと判断される。 
 

プロジェクト目標の達成にはいくつかの課題はあるが、ほぼ達成される見込みである。研修

実施体制はほぼ完成されたが、組織体制や予算管理体制の整備や、カウンターパートだけでの

研修コースの実施にはまだ時間が必要である。研修の適切な実施には、新たな研修センターを

建設することが望ましい。 

3 つの成果はプロジェクト目標の達成に必要十分である。 

関係者の良いコミュニケーションや、PWC 総裁や PWCT 長のリーダーシップによりプロジェ

クトは円滑に実施された。他の案件への支援を通じて、カウンターパートは予算管理能力やプ

ロジェクト実施能力などを向上させた。カウンターパートの本邦研修は、関係者のモチベーシ

ョンを向上させ、プロジェクトに対するオーナーシップを高めた。 

一方、機材調達の遅れにより、実習を他の場所で行わなければならなかったり、水質分析コ

ースの開始が遅れたりした。当初のカウンターパートが多忙のためすべて交代したことも、有

効性の阻害要因となった。 
 

(3) 効率性 

プロジェクトの効率性は高いと判断される。 
 

3 つの成果はほぼ達成されている。まだカウンターパートだけで研修を計画、実施するには

課題があるが、実施はほぼできるようになった。プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project 

Design Matrix：PDM）上の活動も成果を達成するのに適切である。 

プロジェクト 1 年目は組織体制構築や研修コースの準備に集中したため、その後 2 年間で 24

の研修コースを実施する予定である。この集中的な研修スケジュールから、プロジェクト活動

は効率的に行われたといえる。 

専門家はカウンターパートと良い信頼関係を築いていることも、プロジェクトの効率性を向

上させた。 

供与機材も調達の遅れはあったが、種類、数ともに適切であり、適切に活用されている。PWCT

予算もニーズに応じて増加している。スーダン側投入もほぼ適切に行われた。 
 

(4) インパクト（見込み） 

プロジェクトのインパクトの見込みは高い。 
 

上位目標はいくつかの条件のもとにほぼ達成される見込みである。本プロジェクトで各州 7

名の核となる人材が育成された。組織能力については、PWCT マスタープランが作成され、研
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修生による各州での技術移転の成果として、いくつかの州でデータベースが作られ、井戸のリ

ハビリが実施された。しかし、まだほとんどの州で研修に必要な機材・施設が整備されていな

いため、各 SWC で研修生が教えていくのは難しい。各 SWC の総裁は研修の重要性を認識して

いるが、研修に関するリーダーシップの差により、各 SWC の研修施設の整備計画の間で差が出

てきている。安定的な給水を行うための組織能力を高めるには、PWC や SWC の組織体制構築

に必要な事務管理能力のほか、水道料金表の改定、予算管理や情報管理などの能力向上も必要

である。 

本プロジェクトは援助再開第 1 号案件であり、これが成功裏に実施されることにより、スー

ダン政府や国民の日本の援助に対する期待が高まった。プロジェクトの広報活動は日本国民に

対する説明責任の向上にもつながった。 
 

(5) 持続性（見込み） 

プロジェクトの持続性はいくつかの課題があり、中程度から高い見込みである。 
 

政治的、組織的側面においては、国家水政策の現草案には研修の重要性が書かれており、こ

の点についての変更はなく水政策は完成される見込みである。PWC の長期計画である PWCT マ

スタープランは、水・灌漑省の高い関心と PWC からの強い支援により採択される予定である。

PWCT は自助努力もあり短期間に発展、改善しており、これは持続性の面で高く評価される。

新研修センターが 2011年 1月に竣工される予定であること、研修実施体制は、PWC総裁と PWCT

長のリーダーシップのもとに、予算が確保されて維持されていく見込みであることなどは、持

続性の貢献要因である。 

組織・財政面では、以下の項目が課題としてあげられる。①研修プログラムや研修生の数の

増加が予定されており、これに対する予算や人員の増加が必要である。②必要な予算の確保の

ためには、PWCT は将来 PWC から独立した銀行口座を持つことが望ましい。③効果的な研修コ

ースのためには PWCT と SWC の関係が改善され、SWC における技術移転や研修ニーズについ

て PWCT によるモニタリングシステムが開発されることが望ましい。 

技術的側面では、以下の課題があげられる。①カウンターパートは研修をある程度まで実施

できるようになったが、完全にカウンターパートだけで実施することは難しく、継続的なモニ

タリングが必要である。②カウンターパートによるより高度な研修管理のためには、パソコン

スキルや技術的能力の向上が必要である。 
 

3-3 効果発現に貢献した要因 

(1) カウンターパート、専門家、JICA 間の良いコミュニケーションが、プロジェクトの円滑な

実施とプロジェクト目標の達成に貢献した。 

(2) プロジェクトに対する PWC 総裁の強い支援があった。 

(3) カウンターパートの本邦研修により、プロジェクトに対するオーナーシップの醸成と効果

的なフィードバックを生み出した。 

(4) 研修コース実施数の増加により、カウンターパートが研修コース管理・実施能力を高め、

専門家との間に信頼関係が築かれた。 

(5) スーダン側、日本側の相互信頼関係が、プロジェクトの短期間の発展を導いた。 
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3-4 問題点及び問題を惹起した要因 

(1) カウンターパートは以前経験がなかったため、問題の発見や時間管理、コース評価が難し

かった。 

(2) PWCT 予算が PWC に帰属しているため、研修センターの適切な予算管理は時に難しく、特

に突然の支払いが不可能であった。 

(3) 研修コース受講料や交通費の問題を抱えている SWC は、研修生を送れなかった。 

(4) 大半の SWC は研修用機材・施設を整備しておらず、研修生が実施したくても SWC の同僚

に対する技術移転が不可能であった。 
 

3-5 結論 

(1) プロジェクト目標はプロジェクト終了までに達成される見込みである。 

(2) 上位目標はいくつかの条件のもとに達成される見込みである。 

(3) 評価 5 項目による本プロジェクトの評価結果はおしなべて高い。 

 プロジェクトの妥当性は高く、有効性と効率性も高い。 

 実施プロセスも課題はあるが、おしなべてよい。 

 プロジェクトのインパクトについては条件付きだが、高い見込みである。 

 持続的な研修実施にはいくつかの課題があるため、プロジェクトの持続性は中程度か

ら高い見込みである。 

(4) PWC 総裁と PWCT 長の強いオーナーシップとリーダーシップ、JICA スーダン事務所の集

中的支援、プロジェクトの効果的な管理により、PWCT は短期間に発展した。 

(5) 研修効果を高めるために、PWCT は SWC における研修ユニットの設立を支援し、それに対

して技術的な支援を行うことが期待される。 
 

3-6 提言 

(1) PWCT の研修能力の拡大 

宿泊能力から一度に約 25 人の研修能力は、SWC の大きな研修需要に比して小さすぎる。

PWCT の施設、予算、人的資源は拡大すべきである1。 
 

(2) PWCT の中・長期開発計画の完成と承認 

PWCT の中・長期開発計画が完成され、スーダン政府によって承認されることが期待される。
 

(3) 研修プログラムの多様化 

SWC の多様なニーズに応えるために、PWCT は多様な技術テーマで、異なる技術レベルの研

修コースや、プロジェクト計画、資金管理、水道料金表などの事務レベルの研修コースなど多

様な研修プログラムを開始することが望ましい。 
 

(4) PWCT 予算のための独立銀行口座 

効果的効率的予算管理のために、PWCT は独立した銀行口座を持つべきである。 
 

(5) SWC に研修ユニットを設置するための PWCT の支援 

                                                        
1 PWC の総裁からの情報では、50 人の研修生を擁することができる新研修センターの建設予算が確保され、建設作業が来年

初頭から始まる予定とのことである。PWC は人的資源や PWCT 活動の拡大に応える予算を増やすことも計画している。 
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PWCT は SWC の多様なレベルの人材に給水サービスの知識や技術を伝達するための研修ユ

ニットを組織するため、SWC に対して継続的な支援を提供することが望ましい。研修ユニット

の役割の中には、SWC レベルでの技術移転状況や SWC の研修ニーズを PWCT に効果的にフィ

ードバックすることが含まれる。 
 

(6) PWCT スタッフによるマニュアルの効果的な活用 

PWCT スタッフは PWCT の効果的な管理のための管理マニュアルを活用すべきである。これ

らのマニュアルは必要があれば、適切に改定されるべきである。 
 

3-7 教訓 

(1) PWCT の急速な発展に貢献した要因 

プロジェクトの急速な進展に貢献した正の要因はいくつかある。 
 

・ PWC の総裁や PWCT センター長の強いオーナーシップとリーダーシップ 

・ 日本人専門家総括の長期派遣期間 

・ JICA スーダン事務所からの集中的支援 

・ 他の関連 JICA プロジェクト（ダルフールプロジェクトなど）への支援により得られた相乗

効果 
 

(2) 1 つの研修コースを複数に分けて行うことによる正の効果 

1 つの研修コースを複数に分けることにより得られた正の効果は、以下のとおりである。 
 

・ 研修期間中に接触する機会を増加させたことにより、研修生、専門家、コースコーディネー

ター間の互いの理解が高まった。 

・ 研修コースの管理を増加させることにより、コースコーディネーターの能力向上が高まっ

た。 

・ 研修コース管理における技術移転の機会を増やしたことにより、コースコーディネーターと

専門家の間の信頼関係が築かれた。 

・ 各研修コース期間を 2 週間に制限したことにより、多忙な研修生がコースに出席しやすくな

った。 
 

(3) 効果的な本邦研修 

カウンターパート本邦研修は主要なカウンターパート全員に対して行われ、また専門家が研

修内容を計画したため、適切で効果的な研修となった。彼らの研修業務に対する意欲、プロジ

ェクトに対するオーナーシップの向上につながり、その後の業務によいフィードバックが見ら

れた。 
 

以 上
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Summary of the Joint Terminal Evaluation 

1. Outline of the Project  
Country: Republic of Sudan Project Title: Project for Human Resources Development for 

Water Supply 
Issue/Sector: Water Resources 
Management 

Cooperation Scheme: Technical Cooperation 

Division in Charge: 
Water Resources Management Division 2
Global Environment Department 

Total Cost (at the time of the Terminal Evaluation): 
JPY330Million 

Period of Cooperation: 
June 2008 - March 2011 

Partner Country’s Implementing Organizations: 
Public Water Corporation (PWC) Training Center 
Supporting Organization in Japan:  

Related Cooperation: 

1-1 Background of the Project 

The provision of adequate and safe water supply services for human is one of the essential issues in the 
Republic of Sudan. And also the Government of Sudan has conducted the significant efforts to improve the 
critical water supply situation. According to the Quarter Century Strategy for Water Supply Plan 
(2007-2031), the specific objectives of the strategy are to achieve by the end of the strategy period, a 
consumption rate of 50 liter/capita/day and 150 liter/capita/day for rural and the urban population 
respectively. 

On the other hand, PWC was the responsible and organizational authority for water supply projects in 
Sudan, the responsibilities on operation and maintenance for the water supply facilities have been 
transferred from PWC. The present role of PWC is construction of the large-scale water supply facilities, 
coordination of international assistance, monitoring of SWC and human resources development by this 
decision of the government water supply policy. 

SWC has responsibility for the construction of small water supply facilities other than maintenance of 
urban and rural water supply facilities. As for the water supply population of each SWC, it is quite different 
from State of Khartoum (4,500,000), Sate of Gezira (3,050,000), Red Sea and Blue Nile State (about 
300,000). In addition, the types of the water source and the water supply facilities in SWC are different. 
Furthermore, an average of engineer in each SWC is around 80. 

Various water related problems occur in each SWC by the drastic change of organizational situation in 
Sudan. There are problems of pump and generator in the villages of Sudan. Particularly, new generator and 
electric motor pumps are spreading in Sudan recently. Therefore, the engineers cannot cope with sufficient 
troubleshooting but only experienced on conventional reciprocating pump. In addition, the operation and 
maintenance technology of water treatment plant is not sufficient in each state. As a result, water supply in 
each SWC becomes unstable. 

Under this situation, the Government of Sudan has decided to transfer the training function to PWC. And a 
new building of PWC including a training center was built in Khartoum. Although PWC Training Center 
has opened in 2006, all of the staff doesn’t have sufficient experience on training management and 
implementation. Therefore the Government of Sudan requested the technical cooperation project to the 
Government of Japan for training ability improvement of the staff of PWCT. 
 

1-2 Project Overview  
(1) Overall Goal: Institutional capacity for stabilizing water supply in the northern Sudan is enhanced. 

(2) Project Purpose: PWC Training Center establishes the system for the implementation of Training. 

(3) Outputs  
1) PWC Training Center acquires abilities to implement and plan training courses. 

2) PWC Training Center acquires administrative abilities necessary for managing training courses. 

3) PWC Training Center acquires the abilities of problem solution and feedback on training courses. 
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(4) Inputs (as of the time of the Terminal Evaluation) 

Japanese side: 

Japanese experts: 9 experts   Equipment and materials: JPY 64 million 

Training in Japan: 8 trainees  Local Expenses: JPY 12.5 million 

Sudanese side: 

Counterparts (C/Ps): 18 persons  

Local costs: 433,155SDG  

Office space in PWC Training Center for the Project Team 

2. Evaluation Team  

Members of 
Evaluation 
Team 

<Japanese Side> 

Dr. Yuji MARUO Team Leader Senior Advisor, JICA 

Mr. Hayato SATO Evaluation 
Planning 

Water Resources Management Division 2 
Global Environment Department, JICA 

Ms. Tamahi YAMAUCHI Evaluation and 
Analysis 

IC Net Limited 

<Sudanese Side> 
Mr. Mahmoud Haroun A/elgabar Senior Superintendent Water Engineering 
Ms. Eatiadal Elrayah Malik Director of Public Water Corporation Training Center

 

Evaluation Period: October 12, 2010 – November 4, 2010  Type of Evaluation: Terminal Evaluation 

3. Evaluation Results  

3-1. Achievements of the Project  

(1) Achievements of the Outputs  

Output 1 (PWC Training Center acquires abilities to implement and plan training courses.) 
Output 1 is mostly achieved. For implementing and planning training courses, PWCT needs to grasp the 

training needs of the trainees (in this Project, from SWCs) to plan the contents of the training courses and 
their schedule, and to implement the courses according to the schedule. PWCT activities started at the 
same time as the Project. Hence the Expert team helped to establish the training implementation system. 
Because of the capacity of PWCT, it was planned that PWCT train the leaders of each SWC who later train 
other colleagues in their SWCs through the training of trainers (ToT). 

Output 2 (PWC Training Center acquires administrative abilities necessary for managing training 
courses.)  

Output 2 is mostly achieved. As mentioned above, the Project is to start training implementation by 
establishing such items as the training implementation system, organization, regulations, and budget 
control. Since PWCT was established in 2007 and no PWCT staff members had ever managed training 
courses, the Experts helped them develop up to 12 manuals for the management of training courses and 
explained how to use them. 

Output 3 (PWC Training Center acquires the abilities of problem solving and feedback on training 
courses.)  

Output 3 is achieved. In the mid-term evaluation, this output added the aspect of feedback to future 
training courses. According to the trainees, training courses in Sudan have no feedback system, which 
means that course coordinators are not accustomed to problem solving and feedback. The Experts helped 
develop the evaluation sheets on training courses, lecturers, and accommodation and food, and conduct 
interviews with the trainees. Based on the interviews, the counterparts and the Experts conducted 
after-training meetings and evaluation of the course. 

(2) Prospect for the Achievement of the Project Purpose (PWC Training Center establishes the 
system for the implementation of training.) 

As stated in the achievement of the Outputs, with the support of the Experts, PWCT developed its 
regulations and the TOR of its personnel, the training implementation system, 12 manuals for 
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management of training courses, the budget management system, four manuals for implementation of 
training courses, and implemented so far 18 training courses according to the schedule. For management 
and implementation of the training courses, C/Ps acquired abilities, although limited in a number of ways, 
to implement, plan, and manage training courses, find solutions to problems, and provide feedback to 
future training courses, with the technical support of the Experts. It is fair to say that PWCT established 
almost an entire training implementation system from scratch during the Project period. However, to 
build the capacities of the C/Ps, it is necessary to keep implementing the training courses with monitoring 
by the Experts. At the end of the Project, the Experts are to have C/Ps implement the training courses on 
their own. 

3-2. Summary of Evaluation Results 

(1) Relevance: High 

The relevance of the Project is high.  

The political surroundings of the Project remain the same as at the time of the mid-term evaluation. The 
Project is in line with Sudanese government’s policy. The final draft of the National Policy for Water 
Supply and Sanitation of October 2009 refers to human resource development for water supply as one of 
its priorities. The Quarterly Century Strategic Plan for 2007-2031 stresses the importance of training. The 
PWC 5-year plan (2007-2012) states that PWC should support SWC at the state level in training. 

The Project is also in line with the Japanese ODA policy. The country assistance program for Sudan of 
the Japanese ODA (2008) stipulates water and sanitation as two of the focal assistance sectors. TICAD IV 
also addressed effective water resource management and access to safe water and sanitation facilities.  

The Project targets the urgent needs for sustainable water supply in Northern Sudan. The training of the 
water supply sector in Sudan was limited for more than 10 years. The Project meets the training needs in 
the water sector in Northern Sudan. The themes of the training courses were confirmed as the urgent 
needs of the states in the field surveys by the Project team. The contents of the courses were developed 
based on these field surveys and the interviews with the trainees after the training courses. The field 
surveys also identified other specific needs in some SWCs that PWCT needs to consider in planning 
courses in the future. However, since not enough information of SWCs has been collected so far, the 
Project team plans to collect it by the end of the Project. 

The Project applied the ToT system by training of one personnel member on each field at each SWC 
who later trains his or her colleagues. Given the large area and demands of each state, it was not possible 
for ToT to cover all the demands while equipment and the training system at SWCs were inadequate. It is 
necessary in the future to train at PWCT more personnel of each state. 

The Project matches the needs of PWC and PWCT. In 2007, the PWC 5-Year Plan stated that PWC 
should support SWCs by training. That is why PWCT was established. The Project helps PWCT establish 
the training implementation system. UNICEF helped PWC construct hand pumps and maintain them for 
more than 20 years. The water supply facility course of the Project complements this support with a 
multiplier effect.  

Japan has technical advantage in water supply sector, and also has excellent training facilities.  Japan 
has high-level water supply technologies which can be adapted to the current water supply situation in 
Sudan. 

(2) Effectiveness: High 

The effectiveness of the Project is high. 

The Project Purpose will mostly be achieved with some challenges. The training implementation system 
is almost complete and the C/Ps acquired abilities to implement, plan, and administer training courses. 
Meanwhile, it will take time to finalize organizational arrangements of PWCT such as regulations and 
budget management and accounting procedures. It also takes time for C/Ps to master all the steps of 
training implementation and management so that they can control the quality of lectures. For proper 
implementation of training courses, a new training center must be constructed. 

The three Outputs help achieve the Project Purpose. Planning, implementing with feedback for further 
improvement, and managing the training courses are the necessary and sufficient elements to establish the 
implementation system of training courses.  
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The important assumptions to achieve the Project Purpose, i.e. ‘Budget for the Center is secured 
continuously and the structure of the organization is not changed dramatically’ have been fulfilled so far. 
Since the Project started, 90% of the proposed budget by PWCT has been approved on average. The 
PWCT budget was increased every year, which shows the high concern of the Ministry of Irrigation and 
Water Resources about the Project and the strong support of PWC. 

(3) Efficiency: High 

The efficiency of the Project is high.  

All the three Outputs were mostly achieved. While the C/Ps and PWCT had no experience in 
implementing training courses, the technical support of the Experts to C/Ps was efficient enough to enable 
the C/Ps to plan, implement, and manage training. However, it is necessary to monitor the work of the 
C/Ps even after the Project period to ensure that they can properly conduct the work by themselves. 
Meanwhile, the activities mentioned in the PDM were generally adequate to achieve the Outputs.  

After the first year, the Project concentrated on arranging the organization of PWCT and preparation of 
the training courses. 18 training courses were held in a year and half and six more training courses are to 
be held in the remaining six months. Given the intensive schedule of training courses in two years, it is 
fair to say that the Project implemented the activities efficiently.  

As for the important assumptions to achieve outputs, the first assumption, i.e. ‘Trainees in the course 
for instructions will stay and continue working at the Center as instructors’ is not clear on who the 
trainees are in the course for instructions. The record on the second assumption, i.e. ‘Staff members of the 
Training Center will continue working at the Center without transfer’, is mixed. Six C/Ps were replaced in 
the first period of the Project as they were unable to fulfil their mandates, which hindered the efficient 
technical transfer of the Project. However, the new, younger C/Ps kept working for the rest of the Project 
period. Hence this assumption was mostly fulfilled. 

The Experts have a good working relationship with C/Ps. As a result, they gained the trust of C/Ps. It 
also contributed to the efficiency of the Project. 

(4) Impact: High 

The expected impact of the Project is high. 

The Overall Goal is expected to be achieved with several conditions. The capacity building of 7 core 
personnel at each state has already started. Some trainees already conducted transfer their knowledge and 
techniques to other colleagues at SWCs. By teaching other colleagues they would ascertain their 
knowledge and technique, so that their capacity would be developed.  

As to the institutional capacity of water sector in general, under the National Water Policy which put 
importance on training, the development of PWCT Master plan is underway with the support of Experts, 
which is the positive impact of this Project. The field survey in August 2010 revealed that, as positive 
by-products of the training, several databases were developed in three states, and seven wells were 
rehabilitated. However, most of the trainees faced the problems of limited equipment and facilities for 
training, although most of the DGs of SWCs urge the importance of the training. The difference among 
the SWCs on conducting technical transfer by the trainees lies in how much importance the DG puts on 
training-related issues and the availability of the total budget for water supply. In Gedaref state, the 
training facilities were constructed with necessary equipment, which could be a model for other states. 
Three states also plan to construct training centers. The DGs are interested in applying the techniques and 
knowledge from the PWCT training to their water supply plan regardless of the scale. Moreover, for 
developing institutional capacity for stabilizing water supply in Northern Sudan, it is necessary to address 
other issues such as organizational structure of PWC and SWCs for effective water administration, 
effective tariff scales, financial management, and information management.  

Hence the achievement of the Overall Goal will depend not only on the availability of the budget for 
training courses and for water supply in general in Northern Sudan, but also on the above-mentioned 
issues. 

(5) Sustainability: Moderate to High 

The expected sustainability of the Project is moderate to high with several challenges.  

In the political and institutional aspects, the current draft National Water Policy is expected to be 
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finalized without change in the importance of human resource development in water supply. The PWCT 
Master Plan describes the long term plan of the PWCT activities and suggests the principle functions to 
be realized because of the high interest of the Ministry of Irrigation and Water Resources and the strong 
support from PWC. Moreover with the support of the Project PWCT enabled quick improvement which is 
highly evaluated in terms of sustainability. 

3-3. Factors enabling the realization of positive effects 
Followings are the factors enabling the realization of positive effects. 

(1) Good communication between C/Ps, Experts, and JICA contributed to smooth implementation and 
achievement of the Project Purpose. 

(2) Strong support of DG of PWC to the Project. 
(3) Ownership development and effective feedback from the good C/Ps trainings in Japan 
(4) By increasing the number of implementation of training courses C/Ps develop their capacity of 

management and implementation of the training courses and create trust between Experts and C/Ps. 
(5) The mutual trust by both parties creates further development of the Project. 

3-4. Factors obstructing the realization of positive effects  
Followings are the factors obstructing the realization of positive effects. 

(1) Since they had not have the similar experience, C/Ps have had difficulties in finding problems, time 
management, and evaluation of the course, etc. 

(2) Since PWCT budget belongs to PWC, the budget management of PWCT is sometimes difficult, such 
as in sudden payment.  

(3) Some SWCs which have problems of paying fee and transport for the course could not send the 
trainees. 

(4) Since most of the SWCs don’t have equipment and facilities for training, the technical transfer could 
not be conducted even with the trainees’ efforts. 

3-5. Conclusions  

Conclusion of this Evaluation is as follows.  

The Project purpose will be achieved by the termination of the Project. 

The Overall goal is expected to be achieved with several conditions. 

On the five evaluation criteria the evaluation results of the Project is generally high. 

- The relevance of the Project is high and its effectiveness and efficiency are also high. 

- The implementation process is mostly good with a few issues to concern. 

- Impact of the Project is high with several conditions. 

- In order to sustain the training implementation, there are several challenges to overcome. Hence 
the sustainability of the Project is moderate to high. 

PWCT achieved quick progress with strong ownership and leadership of the DG of PWC and Director 
of PWCT, intensive support from JICA Sudan Office, and effective management of the Project. 

In order to enhance the effect of the training PWCT should support to establish the training units in 
SWCs so that they could conduct their own training, which could be supported by PWCT. 

3-6. Recommendations 

The Evaluation team recommends that the Sudanese side and JICA consider the following concrete 
actions to be taken by the termination of the Project, and after the Project, respectively, as follows: 
 
3-6-1. Recommendations by the termination of the Project 
(1) Conduction of training courses by C/Ps themselves 

C/Ps should conduct the remaining training courses on their own initiatives with the least involvement 
of Japanese Experts in order to enhance human and institutional capacity for sustainability.  
(2) Compilation of Human Resource database of all the SWCs 

PWCT should compile Human Resource database of all the SWCs in order to grasp the precise training 
needs so that they could plan the new training courses to be implemented after the completion of the 
Project. 



xx 

 
3-6-2. Recommendations after completion of the Project 
(1) Expansion of the training capacity of PWCT 

The current training capacity of about 25 trainees at one time based on the limited accommodation 
capacity is too small compared to the vast demands of the SWCs. The capacity in terms of facilities, 
budget and human resources of PWCT should be expanded.  
(2) Completion and authorization of mid- to long-term development plan of PWCT 

The mid- to long-term development plan, which has been elaborated by PWCT, should be completed 
and authorized by the Sudanese government.    
(3) Diversification of training programmes 

To respond to diverse needs of SWCs, PWCT should initiate much more training programmes on 
various engineering topics, with different technical levels, and on administrative programmes as well, in 
such topics as project planning, financial management, water tariff structure, etc. 
(4) Independent bank account for PWCT budget 

For the effective and efficient budget management PWCT should have independent bank account. 
(5) PWCT’s support to establish training unit in SWCs 

PWCT should provide continuous support to SWCs in institutionalizing a training unit for the effective 
dissemination of knowledge and skills of water supply services to various levels of SWCs personnel. The 
function of the training unit includes effective feedback of the results of the technical transfer and the 
training needs of SWCs to PWCT.  
(6) Effective utilization of the manuals by PWCT staffs 

PWCT staffs should utilize the management manuals for the effective management of PWCT. Those 
manuals should be revised properly, whenever it is necessary. 

3-7. Lessons Learned 
(1) Positive elements to achieve the quick progress of PWCT development 

There are several positive elements which contributed jointly to enable the quick progress of the Project 
as follows, 

- Strong ownership and leadership of DG of PWC and Director of PWCT  
- Long assignment period of the leader of Japanese Experts  
- Intensive support from JICA Sudan Office 
- Ripple effects provided by supporting to other related JICA project (Darfur project)  

 
(2) Positive outcomes by dividing one training course into several times 

Some positive outcomes were earned by dividing one training course into several times as follows: 
- Intensifying mutual understanding between trainees, Experts and course coordinator by increasing 

occasions of contact during the training period. 
- Enhancement of capacity development of course coordinators by increasing the managing 

opportunities of training courses. 
- Trust building between Course coordinators and Experts by increasing occasions of technical transfer 

in management of training courses.  
- Encouragement of busy trainees to attend the courses by limiting the length of each training period 

into 2 weeks. 
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第１章 終了時評価調査の概要 

１－１ 終了時評価調査団派遣の目的 

(1) 本プロジェクトは 2008 年 6 月に開始され、2011 年 3 月を以って終了する見込みである。

プロジェクトの目標の達成見込みを確認し、必要に応じ、残された期間での活動計画を

見直す。 

(2) 評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）の観点からも検証を行い、

プロジェクト終了時までの対応方針等について提言を行うとともに、類似の技術協力案

件への教訓を抽出する。 

(3) 本プロジェクトの終了後、想定される協力の展開について協議・検討を行う。 
 

１－２ 終了時評価調査団の構成 

 担当 氏名 所属 

1 団長 丸尾 祐二 JICA 国際協力専門員 

2 協力企画 佐藤 隼人 JICA 地球環境部水資源第２課 

3 評価分析 山内 珠比 アイ・シー・ネット株式会社 
 

１－３ 調査日程 

10 月 13～24 日 山内団員による調査（関係者への聞取り、リバーナイル州現地視察） 

10 月 24 日 丸尾団長、佐藤団員のスーダン入り 

10 月 25 日 
JICA スーダン事務所、国際援助省（Ministry of International Cooperation：

MIC）表敬 

10 月 26 日 

国営水公社（Public Water Corporation：PWC）総裁表敬 

国営水公社研修センター（Public Water Corporation Training Center：

PWCT）との協議 

各種研修施設の視察、JICA 専門家との協議、JICA 事務所での協議 

10 月 27～28 日 
州水公社（State Water Corporation：SWC）訪問 

給水施設視察（ゲジーラ州、センナール州、白ナイル州） 

10 月 29～30 日 ミニッツ案作成 

10 月 31 日 合同評価委員会開催 

11 月 1 日 合同調整委員会（Joint Coordination Committee：JCC)開催 

11 月 2 日 
ミニッツ署名 

UNICEF 訪問 

11 月 3 日 
JICA 事務所報告、大使館報告 

調査団スーダン発 
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１－４ 評価手法 

プロジェクトの評価は、プロジェクトの概要を記しているプロジェクト・デザイン・マトリッ

クス（PDM）に基づいて行われた。評価の基準には、2009 年 11 月の JCC で承認された PDM ヴ

ァージョン 4 を使い、以下の手順で終了時評価調査を実施した。 

  (1) プロジェクト実績の確認 

投入、活動、成果、プロジェクト目標のようなプロジェクト達成度合いは、PDM4 で記載

された客観的に証明可能な指標に関して評価された。この評価調査のため、質問票、インタ

ビュー、サイト観察、ワークショップ、プロジェクト関係者との討議など様々な方法が適用

された。 

  (2) プロジェクト実施プロセスの調査 

プロジェクト実施プロセスは、様々なポイントから精査された。 

  (3) 5 項目の評価基準による評価 

以下の 5 項目の評価基準がプロジェクト評価に適用される。 

① 妥当性：プロジェクト目標や上位目標について、スーダン政府の開発政策やプロジェ

クト受益者のニーズの観点で妥当かどうか考察する。 

② 有効性：プロジェクトが実際にターゲットグループに便益を与えたか、プロジェクト

が有効であるか確認する。プロジェクト目標が期待通りに達成されているか、それが

プロジェクトの成果の結果なのかについても精査する。 

③ 効率性：プロジェクトが資源の活用を効率的に行っているか確認する。投入と成果の

関係についても見直す。基本的に、投入コストが成果とプロジェクト目標の達成度合

いに適切であるか確認する。 

④ インパクト：プロジェクトによって延長された長期の直接的効果や、間接的効果を確

認する。その分析はプロジェクトが計画されたときに、期待されていなかった正・負

のインパクトを含む。 

⑤ 持続性：組織的、資金的、技術的側面に焦点をあて、プロジェクトの達成がどの程度

持続的に延長されるか確認する。 
 

  (4) 提言と教訓 

合同評価調査団は、提言と調査結果に基づく教訓を述べた。 
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第２章 プロジェクトの実績と現状 

２－１ 投入実績 

 ２－１－１ 日本側投入 

  (1) 専門家 

プロジェクトの終了までに 9 人の専門家が、延べ 65.9 人月で派遣されることが計画され

ている。専門家派遣の詳細は別添資料 3 に示すとおりである。 

  (2) 機械と機材の供与 

日本とスーダンでプロジェクトが購入した機材は、別添資料 4 と 5 に示すとおりである。

日本での購入費は 39,519,000 円であり、スーダンでの購入費は 22,080,124 円である。専門

家が持参した機材の費用は別添資料 6 に示すとおり、2008 年は 1,563,133 円、2009 年は

1,151,400 円であり、2010 年の機材費は計画されていない。日本側の運営費は別添資料 7 に

示すとおり、2008 年は 2,986,237 円、2009 年は 3,876,271 円で、2010 年は 5,616,039 円が計

画されており、これは人件費、図書購入費、レンタカー代、消耗品費などを含む。 

  (3) 日本での研修 

合計 8 人のカウンターパート（C/P）は、日本の研修システムと給水管理について学ぶた

め本邦研修に参加した。 

表 ２-１ カウンターパートの本邦研修 

研修生名 職位 計人月

Ms. Eatidal Elrayah Malik PWCT センター長 0.46

Mr. Hashm Abdul Raheem PWCT 管理部長 0.46

Mr. Muzamil Mohammed コースコーディネーター 0.43

Mr.Bashary Ibrahim コースコーディネーター 0.43

Mr.Abdela Majed コースコーディネーター 0.43

Mr.Egbal B.Alamir コースコーディネーター 0.43

Mr.Osama Wais アシスタントコースコーディネーター 0.43

Mr.Aladin Wais アシスタントコースコーディネーター 0.43

合計  3.50
出典：専門家データ 
 

 ２－１－２ スーダン側投入 

スーダン側は別添資料 8 のとおり、18 人の C/P を配置した。専門家の執務スペース、キロ・

テン研修センター（Kilo Ten Training Centre：KTC）、水質分析ラボ、宿泊施設が提供され、別

添資料 9 に示すように、建設費用に 396,555SDG、機材維持費に 36,600SDG が投入された。 
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２－２ 成果の達成状況 

 ２－２－１ 成果 1 

成果 1 は「PWCT が研修コースを実施し、計画する能力を持つ」である。研修コースの計画、

実施のために、PWCT は研修コースの内容とスケジュールを計画し、それに従って実施するた

めに、SWC の研修生のニーズを把握する必要がある。PWCT の活動は、本プロジェクトと同時

期に開始したので、専門家チームは研修実施システムの確立を助けている。研修を開始したば

かりの PWCT の研修能力を鑑みて、PWCT では、SWC の同僚を指導するため、各 SWC のリー

ダーへの講師研修（ToT）が計画された。 

表 ２-２ 成果１の達成状況 

指標 達成状況 

1-1. 研修コース管理と実施の

作業の 80%以上がコース

コーディネーターによっ

て実施される。 

本指標は達成している。2010 年に実施された 7 つの研修コース

で、コースコーディネーターにより実施された作業の割合は 84%

であった。 

1-2. 3 つの基幹コース、4 つの

アドホック研修コースの

年間計画、マニュアル、教

材、シラバスを確立する。 

本指標は概ね達成している。現地調査で把握されたニーズをもと

に、研修コース内容が作成され、シラバスが専門家により準備さ

れた。コース評価と管理のための 4つのマニュアルが作成された。

プロジェクトの進捗に従い、年間計画が作成された。教材が各講

師によって提供された。全研修コースの完了後、コース教材は最

終化される予定。 

1-3. 研修サイトが確立される

（KTC）。 

KTC は 2010 年 1 月に必要な機材を備えて、建設が完了した。 

1-4. 全研修コースの講師への

評価の改善。 

この指標は一部達成している。全研修コースで 2 回以上講師を担

当した 12 人の講師のうち 6 人が評価結果を改善した。 
 

指標 1-1 は達成された。研修コースの管理と実施のための 34 の作業において、2010 年に実

施された 7 つの研修コースでは、コースコーディネーターにより行われた作業の割合が平均

84%であった。7 つの研修コースで、コースコーディネーターにより作業の 80%以上が実施さ

れた作業の数は、34 作業項目のうち平均 25.4 項目であった。これまで実施された 17 の研修コ

ースで、コースコーディネーターによる作業の割合は平均 73%であった。このように、プロジ

ェクトの進捗とともに、以前研修コースの実施や管理を行ったことがないコースコーディネー

ターが、その作業割合を増加した。しかしながら、研修スケジュール作成、研修生に対する質

問票の作成、試験の準備、研修後の会合や評価については、コースコーディネーターによる作

業割合は約 50%と比較的低かったため更なる向上が求められる。 

以上より、一部改善の余地はあるものの、全体的には、各研修コースを管理するためにチー

フコースコーディネーターとアシスタントにより構成されたカウンターパートチームが結成

され、実施システムは確立されたと言える。 
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表 ２-３ PWCT スタッフの作業割合 

1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 9回 10回 11回 12回 13回 14回 15回 16回 17回
WTP WSF GIS WSF GIS WM WTP OM GIS WSF WTP WQA WM WM GIS OM PNM

1 非常用発電機の確保 0 50 50 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

2 宿舎の整備 80 90 95 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

3 開校式（オリエンテーション）準備 40 50 50 80 60 60 40 95 50 100 80 70 80 90 50 95 50 74

4 研修生データ整備 40 70 80 100 90 80 20 90 100 100 100 100 90 100 100 90 100 97

5 講師データ整備 20 70 80 90 100 80 20 50 100 100 100 100 100 100 100 100 80 97

6 講師との協議と調整 40 90 60 70 40 70 60 80 40 80 100 90 90 90 30 80 50 76

7 研修スケジュール 10 80 50 80 40 50 50 70 40 80 50 10 80 80 30 70 20 49

8 研修場所準備 30 90 30 90 60 50 100 80 90 70 100 50 60 100 90 95 100 85

9 テキスト作成 20 80 20 90 80 50 100 95 70 80 100 80 80 90 80 100 100 90

10 テキストの印刷製本 0 100 0 90 100 50 100 70 50 90 100 100 100 100 100 90 100 99

11 試験問題と模範解答の作成 50 80 30 70 50 40 50 70 80 50 50 60 80 80 0 53

12 研修用機材の確認 50 80 30 90 50 70 50 50 90 90 80 50 60 100 90 100 100 83

13 研修生への質問表作成 0 0 0 0 0 40 50 70 40 0 100 10 50 70 40 80 0 50

14 評価シートの作成 0 0 0 50 30 40 100 50 50 100 100 100 50 100 50 100 80 83

15 研修前ミーティング 0 0 0 0 40 40 20 70 50 50 100 20 50 70 40 80 70 61

16 開校式（オリエンテーション） 50 50 50 80 70 80 10 100 80 100 80 100 80 90 90 100 70 87

17 研修状況写真撮影 10 10 40 70 50 80 50 100 60 100 100 100 60 100 100 100 70 90

18 食事準備 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

19 試験の実施 80 100 100 100 100 60 100 100 100 100 100 100 100 100 80 97

20 講師評価シートの配布回収 90 100 100 100 100 100 100 70 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

21 研修内容評価シートの配布回収 90 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

22 宿舎評価シートの配布回収 90 100 100 100 100 100 100 100 100 100 50 100 100 100 100 100 90 91

23 試験の実施監督と採点 50 90 60 100 70 50 50 90 80 100 100 80 100 90 80 92

24 試験結果の分析 0 0 50 80 50 50 80 50 80 80 0 70 80 50 100 63

25 研修終了証の作成 0 0 60 80 70 70 100 100 100 100 100 100 80 90 100 100 100 96

26 成績優秀者表彰状の作成 0 0 0 80 20 70 20 100 100 100 100 100 80 90 100 100 95

27 研修生へのインタビュー 0 10 10 80 10 50 50 60 50 50 100 50 50 100 100 80 50 76

28 閉校式 50 50 50 50 70 80 80 100 100 100 80 100 80 100 100 100 80 91

29 研修生への日当支払い 100 100 100 100 100 100 100 100 100 60 100 100 100 100 100 100 100 100

30 講師への支払い 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 80 100 100 100 100 100 100 97

31 研修生へのインタビューの分析 0 0 0 0 0 50 50 60 30 0 100 0 50 100 70 100 50 67

32 評価シートの分析 0 0 30 80 30 50 70 100 40 100 70 50 50 100 50 100 100 74

33 研修終了後のミーティングと評価 20 20 20 40 0 40 100 0 30 50 100 20 40 50 40 80 50 54

34 報告書作成 0 0 20 50 20 50 100 0 20 50 100 80 40 100 70 100 80 81

36 55 49 76 62 68 71 79 73 82 91 74 77 93 81 94 78 84

8 16 10 24 13 13 18 18 18 26 30 22 21 31 23 28 23 25

WT

WSF

GIS

WM

WQA

OM

PNM

11回～
17回の
平均

（％）

管網管理

浄水場維持管理

80%以上の作業項目数

水質分析

組織管理

給水施設

データ管理/ＧＩＳ

井戸管理

平均

No 作業項目

PWCTスタッフの作業割合

 
出典：専門家チーム 
 

指標 1-2 はほぼ達成された。2007 年 11 月に行われた本プロジェクトの事前評価調査団によ

るニーズ調査に基づいて、3 つの基幹コースと 2 つのアドホックコースの実施が決定された。

プロジェクト開始後、8 つの SWC への現地調査が 2008 年 8 月と 11 月に行われ、給水状況と研

修ニーズが把握された。調査結果に基づき、5 つの研修コースの詳細な内容が作成され、さら
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に 2 つのアドホックコースが実施されることが決められた。その後専門家によりコースのシラ

バスが準備された。専門家は研修コースの管理と評価、講師の評価、研修報告書の作成に関す

るマニュアルを準備した。すべてのマニュアルは実情に即して改定され、プロジェクト終了ま

でに完成される予定である。年間計画が作成され、プロジェクトの進捗に従って毎年更新され

た。各コースが実施される前に教材は各講師によって作成され、すべてのコースが実施された

後、PWCT の現在の 7 つのコースの一般的教材として最終化される予定である。 

表 ２-４ PWCT のマニュアルリスト 

管理職 担当者 アシスタント 研修生

1 PWCTの就業規則 ○ ○ ○

2 会計管理マニュアル ○ ○

3 予算管理マニュアル ○ ○

4 文書管理マニュアル ○ ○ ○

5 データ管理マニュアル ○ ○ ○

6 機材の管理マニュアル ○ ○

7 PWCTの管理マニュアル ○ ○ ○

8 宿舎の管理マニュアル ○ ○

9 宿舎の利用マニュアル ○ ○ ○

10 KTCの管理マニュアル ○ ○

11 報告書作成マニュアル ○ ○

12 研修コースの管理マニュアル ○ ○

13 研修コースの評価マニュアル ○ ○ ○

14 研修講師の評価マニュアル ○ ○ ○

15 宿舎の評価マニュアル ○ ○ ○

No マニュアル

対象者

 
 

KTC は、必要な供与機材を備えて 2010 年 1 月に建設されたため、指標 1-3 は達成されてい

る。PDM0 は研修コースに必要な機材が JICA により供与されるとしているが、プロジェクト

開始時にすべてを購入する計画ではなかった。日本からの機材の調達が遅れたため、KTC の建

設も遅れた。 

指標 1-4 は一部達成された。2 回以上講師を務めた 12 人の研修講師のうち 6 人は、研修生か

らの評価が改善した。一方、4 人の講師の評価は、前回より低くなり、質の悪い講義を行って

いる 2 人の講師は交代された。しかしながら、専門家によると、低く評価された幾人かの講師

は良い講義をしており、これらの評価結果は研修生との相性等、講義内容以外の要素の影響を

受けている可能性がある。以上を勘案すると、指標 1-4 には改善の余地があると考えられる。 

 ２－２－２ 成果 2 

成果 2 は「PWCT は研修コースを管理するために必要な管理能力を獲得する」である。前項

で述べたように、本プロジェクトは、研修実施システム、組織、就業規則、予算管理などを確

立することにより、研修の実施を開始した。PWCT は 2007 年に設立され、PWCT スタッフは
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誰もそれまでに研修コースを管理したことがなかったので、専門家は研修コース管理のための

12 のマニュアルを作成し、その使い方を説明した。 

表 ２-５ 成果 2 の達成状況 

指標 達成状況 

2-1. 活動 2（-1）に示されて

いる就業規則と業務分

掌が改定される。 

本指標は達成される見込みである。PWCT の就業規則やスタッフの

業務分掌は変化するニーズや状況に従って改定されている。これら

は 2011 年 1 月に完成される予定である。 

2-2. 研修コースの改善され

た教材やテキストの適

切な管理。 

本指標は達成されている。テキストや教材は専門家オフィスに保存

されており、カウンターパートや講師による使用のために適切に管

理されている。著作権に関する講義がカウンターパートに対して行

われた。機材が設置された後、機材管理の専門家は機材リストと維

持管理マニュアルを使って機材を維持する方法をワークショップ

スタッフに説明した。 

2-3. 研修センター予算の適

切な管理。 

本指標はほぼ達成されている。予算管理システムはそのテーマのマ

ニュアルに基づき開発された。PWCT の予算表が開発された。予算

はマニュアルに沿って管理されているが、PWCT は PWC から独立

した銀行口座を持っていないので、適切な予算管理ができず、支払

いに時折遅れが生じている。 
 

指標 2-1 はプロジェクト終了までに達成される見込みである。PWCT の就業規則や研修管理

におけるスタッフの業務分掌は、2008 年 7 月に作成された。PWCT は PWC の一部であるため、

すべての管理規則は PWC のそれに従っている。さらに、就業規則は大変複雑で、研修センタ

ーのニーズや状況に対応するために改定されなければならない。現在改定中であり、2011 年 1

月に完成予定である。 

指標 2-2 は達成されている。プロジェクト開始当初は研修コースの参考書がなく、必要な機

材も遅れたため、本指標は PDM4 で開発された。中間レビューの後、スーダンでは手に入らな

い何冊かの参考書が、カウンターパートの本邦研修期間中に供与されている。教材やテキスト

は専門家オフィスに保存されており、カウンターパートや講師による使用のために適切に管理

されている。機材が設置された後、機材管理の専門家は作成された機材リストや維持管理マニ

ュアルを使って、機材の維持管理方法についてワークショップスタッフに説明した。 

指標 2-3 はほぼ達成されている。指標 2-1 で述べたように、予算管理や会計も PWC のそれに

従っている。PWCT の予算管理マニュアルは 2008 年 7 月に作成されたが、現在のニーズに応

じるために改定中であり、まだ完成されていない。プロジェクトの 1 年目には PWCT 予算は

PWC 予算の一部となっており、研修活動費用が PWC 予算の中で明確に記載されていなかった。

そこで専門家は PWCT センター長、管理部長、会計部長と専門家で構成される PWCT の予算

管理システムの確立を支援した。2009 年には、2008 年から 2010 年までの PWCT の予算表が作

成された。予算表は現在 2011 年まで作成されており、それによると PWCT 予算は継続的に増

加している。しかし、PWCT は独立した銀行口座を保有しておらず、会計手続きの際には PWC
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の銀行口座を必ず介する必要があるため、突発的な資金ニーズへの対応が難しい。このような

状況を勘案すると、PWCT は今後独立した銀行口座を開設する必要がある。 

 ２－２－３ 成果 3 

成果 3 は「PWCT は研修コースの問題解決とフィードバックの能力を獲得する」である。中

間レビューで、この成果は将来の研修コースにフィードバックする側面が追加された。研修生

によると、スーダンにおける研修コースはフィードバックシステムを持っていない。そのため、

コースコーディネーターは問題解決やフィードバックに慣れていない。専門家は研修コース、

講師、宿泊施設、食事に関する評価シートの作成や、研修生に対するインタビューを支援した。

インタビューに基づき、カウンターパートと専門家は研修後の会議やコース評価を行った。 

表 ２-６ 成果 3 の達成状況 

指標 達成状況 

3-1. 3 つの基幹コースの 5

回以上の実施とアド

ホックコースの 3 回

以上の実施。 

本指標はほぼ達成している。給水施設とデータベース/GIS に関する 2

つの基幹コースは 5 回実施され、もう 1 つの基幹コース（浄水場運営

と維持管理）は 4 回実施される予定である。水質分析と管網管理の 2

つのアドホックコースは 2 回実施され、プロジェクト期間中の現地調

査に基づき追加された他の 2 つのアドホックコース（井戸管理、組織

管理）は 3 回実施される予定である。 

3-2. 活動 3-2 の各観点に

おける問題点と困難

の数。 

本指標は達成されている。しかし専門家によると、カウンターパート

は研修コースを管理する上での問題点や困難を発見することはまだ難

しい。そのため、専門家は研修後の会議で問題点について説明をして

いる。カウンターパートが自分で問題点を発見するにはいくらかの時

間がかかりそうである。 

3-3. 活動 3-2 に基づいた

研修センターの全活

動の改善の数。 

本指標は達成されている。問題点や困難に基づいて、専門家の助けを

借りてカウンターパートは解決策や改善方法を見つけようとした。こ

れらの努力を通じて、大半は改善されたが、それはほとんど専門家に

よって行われたものである。これについては、カウンターパートによ

る継続した改善への努力が必要である。 
 

指標 3-1 はほぼ達成している。プロジェクト期間中の研修スケジュールは、表 ２-７に示す

とおりである。給水施設とデータベース/GIS の 2 つの基幹コースは 5 回実施され、もう 1 つの

基幹コースである浄水場運営と維持管理は 4 回実施される。水質分析と管網管理の 2 つのアド

ホックコースは 2 回実施される予定であり、後にプロジェクト期間中の現地調査に基づいて追

加された 2 つのアドホックコース（井戸管理と組織管理）は 3 回ずつ実施される予定である。 



 

－9－ 

表 ２-７ 研修スケジュール 

年

フェーズ

研修No.

1.  研修コース 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

(1)浄水場維持管理(21) 4回

(2)給水施設(22) 5回

(3)データ管理/GIS(16) 5回

(4)水質分析(15) 2回

(5)組織管理（15） 3回

(6)井戸管理（21/9） 3回

(7)管網管理(15) 2回

研修実施回数 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 2 1 1 24

講師数 6 5 5 10 7 5 3 3 2 4 4 5 10 6 7 4 8 4 4 102

研修生数 21 22 16 37 21 20 15 15 22 17 17 19 37 30 38 15 30 21 22 435

5回目 合計

2011

3

4回目3回目1回目 2回目

1 2

2008 2009 2010

 
出典：専門家チーム 
 

指標 3-2 は達成している。各研修報告書は研修中の問題点や解決方法について報告している。

表 ２-８は PDM4 上の活動 3-2 で言及された各観点での問題点や困難を並べたものである。し

かし、専門家は、カウンターパートが研修コースを管理する上での問題点を見つけることにま

だ困難があるとしている。専門家は研修コース実施後カウンターパートに問題点を知らせてい

る。カウンターパート自身が問題点を見つけるにはまだ時間がかかりそうである。 

指標 3-3 は達成している。いままでに改善された点は表 ２-８に示されている。問題点や困

難に基づいて、カウンターパートは、専門家による支援の下、解決や改善策を見つけようとし

た。その努力を通じて、問題点の大半は改善された。しかし、それらの改善点の大半は専門家

により行われており、改善のためのカウンターパートによる継続的な努力が必要とされる。 

表 ２-８ 問題点と改善策 

観点 問題点 改善策 

コースのニーズと

内容の整合性 

スーダンにおける研修コース

の教材やテキストがない。 

約 50 冊のテキストや参考書が日本から供与され

た。 

研修期間を長くするべきだ。 研修スケジュールが既に決まっていたため、変更

できなかった。 

研修コース以外の内容の研修

を実施することが要請された。

― 

宿泊施設の能力により、より多

くの研修コースを同時に実施

することができなかった。 

新しい研修センターが計画されている。 

2 回目の井戸管理コースで、研

修生の弱点が分析された。 

分析結果は 3 回目の研修コース内容に反映され

た。さらに、振り返り試験の実施や実習問題の開

発などのような弱点を克服するための手段が取

られた。 

教材の内容とその

インターフェイス 

著作権に対する低い認識。 カウンターパート本邦研修についての講義が行

われた。 

機材の定期的維持管理の不足。教材や機材の管理のためのマニュアルの開発と

指導。 

講師の能力とプレ

ゼンの方法 

いくつかの講師は低い評価を

受けた。 

2 人の講師が交代したが、適切な人材が限られて

いるために、交代することが不可能であった。 
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大学講師は概ねプレゼンテー

ションに優れているが、他の講

師は得意ではない。しかし、後

者は講義の他の側面において

有利な点を持っている。 

講義についてビデオを用い、専門家は次の研修コ

ースのためのオリエンテーションで、カウンター

パートが研修方法を改善するために支援した。5

人から 6 人の講師が研修方法を改善した。 

講義がテキストに沿っていな

い。 

教授法に関する研修が実施された後、講義は改善

された。 

コーディネーター

の能力と 1-1で確立

された手順 

試験作成の遅延。 厳しい締め切りを置く。 

評価に関する不十分な分析。 コーディネーターの能力開発のために特別なガ

イドラインを設けた。 

報告書作成の低い能力。 報告書作成マニュアルの作成と指導。 

カウンターパートは専門家に

依存しがちである。 

弱点を克服するため、徹底して指導を行った。 

管理者の能力と 2-1

で確立された就業

規則・手順 

PWCT はスタッフに役割を伝

えていない。 

PWCT の就業規則が開発され、最終化された。若

い新人のカウンターパートはよりやる気があり、

働く意欲も持っている。 

PWCT の就業規則がなかった。2011 年 1 月に最終化される予定である。 

業務分掌は明確でなかった。 業務分掌は 2009 年にほぼ最終化された。 

機材・施設維持管理の不備。 機材・施設の維持管理マニュアルの作成と指導。
 

 ２－２－４ プロジェクト目標 

プロジェクト目標は、「PWCT が研修実施体制を確立する」である。成果の達成の項で述べ

たように、PWCT は、専門家の指導を受けて、就業規則やスタッフの業務分掌、研修実施体制、

研修コースの管理に関する 12 のマニュアル、予算管理システム、研修コース実施に関する 4

つのマニュアルを作成し、研修実施計画に沿って今までに 18 の研修コースを実施した。研修

コースを管理、実施するために、カウンターパートは、専門家の指導の下、さまざまな面で課

題はあるが、研修コースを計画、実施、管理し、また、問題に対して解決策を見出し、将来の

研修コースにフィードバックを行った。 

以上を勘案すると、PWCT は、本プロジェクトの活動を通して研修実施体制を確立したと言

えるため、プロジェクト目標は達成したと判断される。しかし、カウンターパートの能力のさ

らなる向上のためには、専門家によるモニタリングを行いながら研修コースを実施し続けるこ

とが必要である。なお、実施体制確立を検証するため、プロジェクトの終盤には、カウンター

パートのみで研修コースを実施する予定である。 
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表 ２-９ プロジェクト目標指標の達成状況と見込み 

指標 達成状況と見込み 

1. 研修生による研修コースの評

価平均点が 90%以上になる。 

本指標は既に達成している。17 の研修コースを通じた講師と研修

コースの評価平均点はそれぞれ 91 点、90 点である。これらの平均

点は最初から高かった。 

2. 研修生による研修管理の評価

平均点が 90%以上になる。 

本指標はプロジェクト終了に向けた継続的な努力をもって、達成さ

れる見込みである。17 研修コースを通じた研修管理、宿泊設備、

食事の評価平均点はそれぞれ 85、82、72 点である。 

3. 少なくとも 90%以上の研修生

がコースを満足に修了した証

明書を得る。 

すべての研修生が修了証を得ている。研修生に対する試験結果の平

均点は 60 点で、概ね合格点に達したと言える。 

 

指標 1．では、プロジェクトチームは講師と研修コースに関する研修生の評価シートを作成

した。講師に対する評価は次の評価項目で構成される。それは基本的態度、スピーチ、講義の

構成、時間管理、研修ツールであるが、研修コースの評価については、評価項目はコースによ

って異なる。 

表 ２-１０に示すとおり、17 の研修コースを通じた講師に関する評価平均点は 91 点であっ

た。 

表 ２-１０ 講師に関する研修生の評価 

1回
*1

2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 9回 10回 11回 12回 13回 14回 15回 16回 17回 平均点

WTP WSF GIS WSF GIS WM OM WTP GIS WS WTP WQA WM WM GIS OM PNM

A 75 52 66 58 81 55 66 66 71 69 73 64 48 72 71 71 54 65

B 22 35 27 33 18 37 30 28 26 28 26 28 31 24 26 26 36 28

C 3 8 6 8 1 8 4 4 3 3 1 7 13 3 2 2 9 5

D 0 4 1 0 0 0 0 2 0 0 0 1 7 1 1 1 1 1

E 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

合計 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

講師の数 6 5 5 5 3 7 6 3 3 2 4 4 5 5 4 5 5 77

100点中の

平均点
*2

94 85 91 88 96 88 92 91 93 92 94 90 82 93 93 93 87 91

コース

*1. 各グレードの割合（％）(A, B, C, D, E)

*2. 各グレードの点は次の通りとした：A=90, B=70, C=50, D=30, E=10  
 

表 ２-１１に示すとおり、17 の研修コースを通じた研修コースの評価平均点は 90 点である。

研修生が満足した点の 1 つは、理論と実践で構成され、ビデオの活用や会社訪問などを含んだ

教授法であった。 
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表 ２-１１ 研修コースに関する研修生の評価 

1回
*1

2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 9回 10回 11回 12回 13回 14回 15回 16回 17回 平均点

WTP WSF GIS WSF GIS WM OM WTP GIS WS WTP WQA WM WM GIS OM PNM

A 83 51 42 65 64 51 74 83 71 59 77 57 38 57 84 84 46 64

B 17 40 47 33 33 39 24 12 25 36 19 33 44 41 16 16 43 30

C 1 8 9 2 2 8 1 4 3 4 3 7 12 2 0 0 8 4

D 0 1 1 0 1 2 1 0 1 1 1 2 2 0 0 0 2 1

E 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 4 0 0 0 1 0

合計 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
100点中の

平均点
*2 96 87 84 92 91 86 94 95 92 90 94 87 80 90 96 96 85 90

コース

*2. 各グレードの点は次の通りとした：A=90, B=70, C=50, D=30, E=10

*1. 各グレードの割合（％）(A, B, C, D, E)

 
 

講師と研修コースの評価は最初から高いレベルであったため、指標 1 は既に達成している。 

指標 2 については、専門家は研修コース管理、宿泊設備、食事の評価シートを作成した。 

表 ２-１２に示すとおり、研修コース管理の評価平均点は 85 点であり、これは目標に近い。

もしプロジェクト終了までに継続して研修コース管理の改善に努力すれば、平均点は 90 点を

超えるだろう。 

表 ２-１２ 研修コース管理に関する研修生の評価 

質問 1
*1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 平均点

A 69 61 50 52 48 42 41 34 69 55 38 31 46 45 49
B 24 33 43 34 50 46 47 52 25 30 48 42 44 31 39
C 5 5 5 9 0 11 10 12 3 13 9 20 7 21 9
D 0 2 2 5 0 0 0 2 0 0 3 5 0 3 2
E 2 0 0 0 2 2 2 0 2 2 2 2 3 0 1

100点中の

平均点
*2 91 89 87 85 87 84 83 82 91 86 82 77 84 82 85

*2. 各グレードの点は次の通りとした：A=90, B=70, C=50, D=30, E=10

*1. 各グレードの割合（％）(A, B, C, D, E)

 
 

表 ２-１３に示すとおり、宿泊設備に関する研修生の評価平均点は 82 点である。 

表 ２-１３ 宿泊設備に関する研修生の評価 

コース 1回
*1

2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 9回 10回 11回 12回 13回 14回 15回 16回 17回 平均点

A 76 51 55 58 52 54 59 42 51 34 50 47 40 72 51 31 49 51

B 20 32 31 37 34 29 20 41 28 37 27 23 34 23 28 34 31 30

C 3 8 8 4 7 11 6 12 11 14 14 15 10 3 11 29 13 11

D 0 5 5 0 5 3 5 3 7 6 5 7 8 2 7 4 4 4

E 1 4 1 1 2 3 10 2 3 9 4 8 8 0 3 2 3 4
100点中の

平均点
*2

93 82 85 89 84 84 81 82 82 74 81 76 76 92 82 75 82 82

*2. 各グレードの点は次の通りとした：A=90, B=70, C=50, D=30, E=10

*1. 各グレードの割合（％）(A, B, C, D, E)
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比較的低い評価点となったのは、トイレやシャワー設備の頻繁な故障や研修生用の個室がな

いことが原因としてあげられる。しかしながら、建物を劇的に改築しなければトイレやシャワ

ー設備の問題は解決できない。さらに、講義室や宿泊設備は研修センターとしてデザインされ

ていないオフィスビルディングに設置されている。このため、研修コースの適切な実施のため

には研修センターの建物を建設する必要がある。PWCT は、壁に注意書きを張って、バスルー

ムの適切な使用法や衛生環境の維持に関して研修生の意識を高めるよう工夫した。 

PWC 総裁による情報では、50 人の研修生を擁することができる新研修センターの建設予算

が確保され、建設作業が来年初頭から始まる予定とのことである。PWC は人的資源や PWCT

活動の拡大に応える予算を増やすことも計画している。 

表 ２-１４に示すとおり、食事に関する研修生の評価平均点は 72 点である。 

表 ２-１４ 食事に関する研修生の評価 

コース 1回
*1

2回 3回 4回 5回 6回 7回 9回 10回 11回 12回 13回 14回 15回 16回 17回 平均点

A 65 30 36 30 24 35 44 14 17 22 23 11 73 15 20 50 32

B 30 48 48 47 29 40 29 26 29 35 25 12 25 26 30 40 32

C 5 13 8 13 20 23 9 33 20 35 23 18 2 33 47 8 19

D 0 9 8 10 17 4 7 12 15 4 17 26 0 12 3 2 9

E 0 0 0 0 10 0 11 15 19 4 12 33 0 14 0 0 7

合計点 82 70 72 69 58 72 68 52 52 63 56 38 84 53 63 78 65

100点中の

平均点
*2

91 78 80 77 64 80 75 58 58 70 62 43 94 59 70 86 72
*1. 各グレードの割合（％）(A, B, C, D, E)

*2. 各グレードの点は次の通りとした：A=90, B=70, C=50, D=30, E=10  
 

提供されている食事は、スーダンの平均的食事よりも上質であるものの、研修生の一部は食

事の質について不満を述べている。苦情に応えるため、PWCT は食事サービス業者を数回変更

したものの、評価の改善には至らなかった。研修生の出身地域の全ての伝統的な食事を反映す

ることも難しい。全コースを通じて同じ食事を提供したので、研修生が飽きたことによること

も評価が低くなった一因と考えられる。 

食事以外では、指標 2 は研修コース管理の継続的な改善により達成される見込みである。 

指標 3 は一部達成される見込みである。今まで全研修生が高い出席率により修了証を受け取

った。講義に対する研修生の平均理解度は 60 点であることから、概ね合格点に達したと言え

る。一方、研修生の一部は、試験は理論に加えて実践的な項目を含むべきだとコメントした。

これについては改善の余地があると考えられる。 
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表 ２-１５ 試験結果 

年 2008

SWC 1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 9回 10回 11回 12回 13回 14回 15回 17回
1 Northern 34 75 42 76 72 74 48 73 79 79 64 57 60 70 56 959 64 3
2 River Nile 65 50 30 61 14 77 73 43 73 89 73 66 61 61 76 912 61 5
3 Red Sea 18 62 72 71 74 43 67 72 79 69 53 不参加 56 不参加 736 61 5
4 Kassala 50 51 85 60 69 65 30 67 77 不参加 66 不参加 不参加 57 58 735 61 5
5 Gedaref 71 69 27 63 60 88 68 27 69 83 59 67 75 41 64 931 62 4
6 Khartoum 43 45 42 56 68 48 48 不参加 67 80 63 51 44 不参加 69 724 56 13
7 El Gezira 71 72 88 74 92 42 65 88 83 73 60 56 82 90 59 1095 73 1
8 Sennar 59 48 59 60 98 不参加 43 94 61 82 61 不参加 不参加 67 54 786 66 2
9 White Nile 56 56 27 57 62 82 73 41 76 77 66 64 65 34 72 908 61 5
10 Blue Nile 56 39 15 37 50 71 40 33 51 68 50 63 40 不参加 64 677 48 14
11 North Kordofan 52 54 12 不参加 50 77 65 47 75 72 73 59 61 42 86 825 59 9
12 South Kordofan 37 61 21 53 64 77 43 48 54 84 72 64 63 45 67 853 57 12
13 North Darfur 49 59 7 不参加 20 74 75 17 57 81 54 51 66 18 39 667 48 14
14 South Darfur  54 54 92 47 93 54 10 75 43 不参加 55 45 55 87 63 827 59 9
15 Western Darfur 52 52 不参加 56 57 62 不参加 71 69 71 57 52 57 65 46 767 59 9

16 N.W.E. Company 59 56 不参加 49 不参加 不参加 60 不参加 73 76 不参加 不参加 不参加 不参加 不参加 373 62
17 PWC 57 63 38 61 64 不参加 50 不参加 15 不参加 不参加 不参加 不参加 不参加 79 427 53
18 Hawata Project 不参加 55 不参加 63 不参加 不参加 59 不参加 60 不参加 67 不参加 不参加 不参加 不参加 304 61

52 57 44 59 62 69 53 57 64 78 63 55 61 56 63 60

:浄水場運営維持管理コース

:給水施設コース

：データ管理/GISコース

：井戸管理コース

：水質分析コース

：管網管理コース

合計 平均 順位

平均

2009

No

2010

 
 

 ２－２－５ 上位目標 

上位目標は「北部スーダンにおける安定的給水のための組織能力が向上する」である。組織

能力は組織、管理システム、開発や運用のための施設や予算で構成される人的組織的能力を含

む。 

人的能力については、PWCT が SWC のスタッフに対して研修を続け、そのスタッフが各 SWC

の同僚を研修する。PWCT は研修生の技術移転をモニターし、SWC で研修ユニットを支援する

ことも計画している。したがって、州レベルの人的能力は改善することが予想される。 

組織的能力に関する情報が限定的であることは注意すべきである。日本人は安全上の理由か

ら、北部スーダンの 15 州のうち 6 州には訪問できないため、SWC に関する情報はいくつかの

州への専門家の訪問や研修生へのインタビューから得ていた。PWCT は SWC の情報を収集す

る努力を行ったが、全 SWC の能力に関する十分な情報をまだ集めることはできない。 

さらに、上位目標を達成するために、PDM4 上の記載に加えて、以下の外部条件が満たされ

なければならない。 

(1) 給水サービスや技術移転のために必要な機材が SWC で調達される。 

(2) 集められた水料金が給水サービス以外の目的に使われない。 

(3) 南部独立による石油収入の落ち込みにより、国家・州予算が低下しない。 

(4) 南部スーダンの独立による紛争が起きない。 
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表 ２-１６ 上位目標指標の達成見込み 

指標 達成見込み 

1. 各 SWC で 7 人以上の核となる人

材が育成される。 

PWCT での継続的な研修で 7 人以上の核となるスタッフの能力

が向上したため、本指標は達成された。 

2. 実施された研修コースから学ん

だ教訓が州予算に基づき年間給

水計画（3－5 年間）に適用され

る。 

本指標は達成されることが予想される。7 つの SWC への現地調

査では、SWC 総裁から、研修生の学んだ技術を年間給水計画に

適用すると表明された。 

 

指標 1 の達成は、SWC で必要な機材と施設の提供次第であり、それは現時点で不確かである。

PWCT は 7 つの全研修コースのために各 SWC から 1 人のスタッフを招待した。表 ２-１７に示

すとおり、SWC の大半（15 州のうち 11 州）は、17 の研修コースに対し、17 人以上の研修生

を送っている。研修生の主要な資格要件は、SWC において将来各分野のリーダーになっていく

ことである。研修生は PWCT で研修を継続受講していくこととなっている。4 つの州は今まで

17 研修コースの一部だけで全コースには研修生を送っていない。これは、研修に対する総裁の

関心不足などの理由による。PWCT は総裁に対し、研修の重要性をより強く伝えるよう努力す

ることが必要である。平均 7 人以上の核となる人材が SWC の大半で研修を受けることが期待

されているが、実践を伴わない研修は求める人材を育成することにはならない。そこで研修生

の能力向上のためには、彼らの知識や技術を向上するために必要な機材や施設が提供されなけ

ればならない。各 SWC は研修生の技術移転や実践のための機材や施設を提供すべきである。 

表 ２-１７ 州別研修参加者数 

年 2008

研修コース WTP(1) WSF(1) GIS(1) WSF(2) GIS(2) WM(1) WTP(2) OM(1) GIS(3) WSF(3) WTP(3) WQA(1) WM(2) WM(3) GIS(4) OM(2) PNM(1)

SWC　 /　研修回数 1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 9回 10回 11回 12回 13回 14回 15回 16回 17回 17回

1 Northen 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 17

2 River Nile 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 16

3 Red Sea 1 1 1 1 0 1 1 0 1 1 1 1 1 0 1 0 1 13

4 Kassala 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 1 0 0 12

5 Gedaref 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 18

6 Khartoum 2 1 1 1 1 1 2 0 0 1 2 1 1 1 0 0 1 16

7 El Gezira 1 3 1 3 1 1 1 0 2 3 1 1 1 1 2 2 1 25

8 Sennar 1 1 1 1 1 0 1 0 0 1 1 1 1 1 1 0 2 14

9 White Nile 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 20
10 Blue Nile 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 18

11 Northen Kordofan 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 17

12 Southern Kordofan 2 2 1 2 1 1 2 1 1 2 2 2 1 1 1 0 2 24

13 Northen Darfur 1 1 1 1 1 3 1 0 1 1 1 1 3 3 1 0 1 21

14 Southern Darfur 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 3 3 1 1 1 22

15 Western Darfur 1 1 1 1 1 3 0 1 1 1 0 1 3 3 1 1 1 21

16 N.W.E.Company 1 2 0 2 0 0 1 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 9

17 PWC 1 1 1 1 1 0 1 2 1 1 0 0 0 0 0 2 1 13

18 Hawata Project 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 4

21 22 16 20 15 19 20 12 15 22 17 17 20 19 14 12 17 298

WT 58

WSF 64

GIS 60

WM 58

WQA 17

OM 24

PNM 17
298

2009
合計

No

2010

浄水場維持管理コース

データ管理/ＧＩＳコース

合計

井戸管理コース

水質分析コース

合計

組織管理コース

管網管理コース

給水施設コース

 
 

指標 2 は規模の違いにかかわらず、SWC により達成されることが期待される。2010 年 8 月
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の 7 つの SWC への現地調査と本終了時評価調査団による SWC への訪問では、訪問先のすべて

の SWC 総裁が PWC 研修コースの重要性を唱えており、予算の大小はあれ、各州の給水計画を

作成するために PWC 研修コースの技術を適用するとしていた。さらに、2010 年に 4、5 州で灌

漑・水資源省が設立されたことも、水が州レベルで優先事項となったことを示している。 

２－３ 実施プロセスに関する特記事項 

 ２－３－１ コミュニケーション・意思決定・実施体制 

プロジェクトのコミュニケーション、意思決定、実施体制は概ね良好であるが、いくつかの

問題点もある。 

専門家、カウンターパート、JICA の間のコミュニケーションはプロジェクト期間中非常に円

滑だった。プロジェクトの初期には、本プロジェクトがスーダンへの日本 ODA の長い休止期

間後の第 1 号案件だったため、スーダン側は JICA による支援方法が、カウンターパート、即

ち PWCT への技術移転であることを理解しなかった。そのため、専門家や JICA は本プロジェ

クトの目的やそれがどのように動くかについてスーダン側に説明した。さらに、各 SWC の総

裁が参加する 4 つの JCC が今までに開催された。各 JCC では、専門家や JICA が PDM とは何

かやその進捗について説明し、また現状に合わせるためそれを改定したりした。毎週のカウン

ターパート会合は、マニュアルや専門家によって作成された作業表に基づいて、研修コースの

準備、実施、評価の各ステップにおける進捗をチェックするために開催された。プロジェクト

の後半には、PWC 総裁と PWCT センター長、専門家総括と JICA の間の月次会合で、プロジェ

クトが直面している事柄について話し合われた。 

本プロジェクトに関連する意思決定は常に明確で、必要以上に時間がかからなかった。PWCT、

PWC、専門家と JICA の間のよいコミュニケーションにより、緊急なニーズが発生した時でも

すぐに決定が行われた。 

専門家の支援の下に、PWCT はその組織体制と研修コースを実施する組織体制を確立した。

カウンターパートはプロジェクトの初期に交代したが、プロジェクトはプロジェクト関係者の

間のよいコミュニケーションを維持することによって、円滑に実施された。PWC のプロジェク

トへの支援はプロジェクトの円滑な実施にも貢献した。 

プロジェクト初期、SWC の総裁に研修の重要性を伝えるための努力が行われた。総裁の何人

かは彼らが多忙であるために、研修へ SWC の人材を送ることに合意しなかった。研修の内容

や ToT システムを知ることによって、総裁は研修の重要性を唱えるようになり、研修へ人材を

送ることに合意した。 

一方、プロジェクト関係者は PDM に基づいてプロジェクトを管理するべきである。状況や

ニーズに適応するため PDM は 3 回改訂されたが、プロジェクト関係者はプロジェクト目標の

指標 1、2 を同じように理解していなかった。中間レビュー報告書に見られるようなこれらの

指標に対する違った解釈は、PDM の改訂時反映されるべきである。 
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 ２－３－２ 技術移転 

当初指名されていたカウンターパートの全員が PWC の部長で、彼らは PWC の仕事で忙しく

PWCT にいない状況だった。そこで、カウンターパートは初年度に、PWCT で働く意欲があり、

新しいことを学びたい若い人たちに全員交代された。プロジェクト初期、カウンターパートは

専門家の不在期間中、研修コースを準備することが難しかったが、徐々に状況は改善している。 
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第３章 5 項目による評価結果 

３－１ 妥当性 

プロジェクトの妥当性は高い。 

プロジェクトを取り巻く政策環境は、中間レビュー時から変化はない。プロジェクトはスーダ

ン政府の政策に整合している。2009 年 10 月版の国家給水衛生政策の第 1 ドラフトは、給水のた

めの人的資源の開発を優先課題の 1 つとして言及している。四半期戦略計画（2007－2031 年）が

研修の重要性を強調している。PWC5 年間計画（2007－2012 年）は、SWC の州レベルでの研修

を PWC が支援すべきであるとしている。 

プロジェクトは日本の ODA 政策とも整合している。日本の対スーダン政府開発援助の国別援

助計画（2008 年）は重点支援セクターとして水と衛生をあげている。第 4 回アフリカ開発会議

（TICAD IV）は、効果的な水資源管理と安全な水と衛生設備へのアクセスも支援分野としている。 

プロジェクトは北部スーダンにおける持続的な給水のための緊急ニーズに焦点を当てている。

スーダンにおける給水セクターの研修は 10 年間以上なかった。プロジェクトは北部スーダンにお

ける給水セクターの研修ニーズを満たしている。各研修コースはプロジェクトチームによる現地

調査で州の緊急ニーズとして確認された。コースの内容は現地調査と研修コースの後の研修生と

のインタビューに基づいてまとめられた。現地調査は SWC での他のニーズも確認しており、

PWCT の将来の研修コースの計画に考慮する必要がある。しかしながら、SWC の十分な情報はま

だ収集されておらず、プロジェクトチームはプロジェクト終了までに収集することを計画してい

る。 

プロジェクトは各 SWC で各分野のスタッフを研修し、その後研修生が同僚を教えるという ToT

システムを採用している。各州の大きさや研修の重要性を考えると、SWC レベルでの機材や研修

システムが不適切なため、ToT がすべての研修需要を満たすのは不可能である。将来 PWCT にお

いて各州からより多くのスタッフを研修することが必要である。 

プロジェクトは PWC と PWCT のニーズを満たしている。2007 年に、PWC5 年間計画は PWC

が SWC を研修により支援すべきだと唱えている。これが PWCT が設立された理由である。プロ

ジェクトは PWCT が研修実施システムを確立することを支援した。国連児童基金（United Nations 

Children's Fund：UNICEF）は PWC の支援と、ハンドポンプの建設・維持管理を 20 年間以上支援

してきた。プロジェクトの給水施設コースはこの支援と相乗効果を持っている。 

日本は給水セクターで技術的優位性を持っており、優れた研修施設も有している。日本は高い

レベルの給水技術を持ち、それはスーダンにおける現在の給水状況に適応し得る。 

３－２ 有効性 

プロジェクトの有効性は高い。 

プロジェクト目標はいくつかの課題を持ちながらもほぼ達成される見込みである。研修実施シ
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ステムはほぼ完成し、カウンターパートは研修コースを計画、実施、管理する能力を獲得した。

一方で、PWCT の組織体制、即ち就業規則、予算管理や会計手続きのようなものを完成させるに

は時間がかかるだろう。カウンターパートが講師の質を管理するために、研修実施・管理のすべ

ての段階をマスターするのも時間がかかるだろう。研修コースの適切な実施のために、新研修セ

ンターが建設されなければならない。 

3 つの成果はプロジェクト目標の達成に貢献している。研修コースの計画・実施と改善のため

のフィードバック・管理は、研修コースの実施システムを確立するために必要不可欠な要素であ

る。 

プロジェクト目標を達成するための外部条件、即ち「センター予算が継続的に確保され、組織

構造は大きく変化されない」が今までに達成されなかった。プロジェクトが開始されてから、

PWCT により提案された予算のうち、平均で 90%が承認された。PWCT 予算は毎年増加したが、

それは灌漑・水資源省によるプロジェクトの高い関心と PWC の強い支援を示している。 

以下の項目が、プロジェクトの有効性への貢献要因となった。 

(1) PWC 総裁と PWCT センター長の強いリーダーシップとプロジェクトに対するオーナー

シップ。 

(2) プロジェクトチーム、JICA、日本大使館の間の良好な関係と密接なコミュニケーション。

それぞれのトップ間の月次会合は PWCT の中長期課題を含む、プロジェクトが直面する

問題に即時に対応するのに役立った。 

(3) 他の JICA 案件や日本の草の根無償プロジェクトからの支援を通じて、カウンターパー

トが次の能力を獲得した。 

① カウンターパートは予算管理研修を受講した。予算計画を立案することにより、予

算管理能力を改善できた。 

② カウンターパートは PWCT で、施工管理研修に参加した。これによりこの分野の重

要性を関係者に知らせるものであった。 

③ ハルツーム農村部において、井戸掘削、給水施設の建設、機材の調達を通じて、専

門家はプロジェクト実施方法をカウンターパートに指導した。 

④ カウンターパートの本邦研修は、プロジェクトの有効性を上げた。カウンターパー

トは日本の研修センターをモデルとし、PWCT も模倣しようという意欲を持った。

このように本邦研修はカウンターパートのプロジェクトに対するオーナーシップを

高めた。 
 

プロジェクトの初期は以下のようなプロジェクトの有効性に対する阻害要因があったが、後に

すべて克服された。 

(1) 当初多くの必要な機材が調達機材に含まれていなかったので、機材の提供が遅れた。日

本からの機材の到着の遅れにより、先ず、実習は大学や軍の施設のような他の施設で行

われなければならず、研修コースの効果的な実施を妨げた。次に、水質分析コースは 2

年次の後半に機材到着後ようやく研修が始められた。 

(2) 当初指名されていたカウンターパートは、その役割を果たすことができなかった。彼ら
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は PWC の仕事に忙しく、カウンターパートとして働く時間もない部長レベルだった。

そのため、若い職員に交代された。 
 

３－３ 効率性 

プロジェクトの効率性は高い。 

3 つの全成果はほぼ達成している。カウンターパートと PWCT は研修コースを実施する経験が

なかったため、専門家による技術支援は、カウンターパートが研修を計画、実施、モニタリング

できるようになるには十分だった。しかしながら、プロジェクト後にカウンターパートだけで業

務が適切にできるかは難しいと考えられ、その仕事をモニターする必要がある。PDM に記載され

た活動は成果を達成するためにもおしなべて適切だった。 

1 年後、プロジェクトは PWCT 組織体制の構築や研修コースの準備に集中した。17 の研修コー

スが 1 年半のうちに開催され、さらに 7 つのコースが残りの半年間で開催される予定である。プ

ロジェクト後半 2 年の間の研修コースの集中的なスケジュールから、プロジェクトは効率的に活

動を実施したといえるだろう。 

成果を達成するための外部条件としては、第 1 に、「指導のためのコースの研修生はセンター

で滞在して、講師として働きつづける」は、誰が「指導のためのコースの研修生」か明確でない。

第 2 は、「研修センターのスタッフがセンターで交代なく働き続ける」については、当初指名され

た 6 人のカウンターパートは、その役割を果たすことができないため、プロジェクト 1 年目に交

代になった。これはプロジェクトの効率的な技術移転を阻害した。しかしながら、新しい、若い

カウンターパートはプロジェクトの残りの期間に働き続けた。そのためこの条件はほぼ満たされ

た。 

専門家はカウンターパートと良い関係を持っている。その結果、専門家はカウンターパートの

信頼を得た。これはプロジェクトの効率性にも貢献した。 

プロジェクトにより調達された機材は、日本からの機材の遅れはあったが確かに提供された。

その後、調達機材と車両は適切に活用された。カウンターパートの本邦研修も、専門家がその内

容を計画したこともあり的確だった。さらに、プロジェクト予算はニーズに応えるために増加し

た。 

スーダン側のインプットとして、講師代の支給、KTC や水質分析室の建設、消耗品・スタンド

バイ発電機の提供、研修生用宿泊設備の建設が行われた。 

３－４ インパクト 

プロジェクトのインパクトの見込みは高い。 

上位目標はいくつかの条件のもと達成される見込みである。各州 7 人の核となる人材の育成は

既に始まっている。何人かの研修生は技術移転を SWC の同僚に行った。同僚に教えることによ

り、彼らは知識や技術を確実なものとし、彼らの能力は向上した。 
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給水セクターの組織能力については、研修を重視した国家水政策の下、PWCT マスタープラン

の作成は専門家の指導のもと進行中であり、これはプロジェクトの正のインパクトである。2010

年 8 月の現地調査は、研修の正の副次効果として、3 つの州でいくつかのデータベースが作成さ

れており、7 つの井戸がリハビリされていることを確認した。しかしながら、大半の SWC の総裁

は研修の重要性を認識しているが、研修生の大半は研修のための機材や施設が限られている問題

に直面している。研修生による技術移転の SWC 間での違いは、総裁が研修関連にどの程度重要

性を置いているか、また SWC レベルでの給水分野の予算額が多いかによる。ゲダレフ州では、

研修施設は必要機材を備えて建設された。これは他の州のモデルとなり得る。3 つの州は研修セ

ンター建設も計画している。訪問した SWC の総裁は、PWCT の研修での技術や知識を州の給水

計画に適用することに関心を持っている。さらに、北部スーダンにおける安定的な給水のための

組織的能力の開発のために、効果的に給水運営できる PWC と SWC の組織体制、効果的な水道料

金表、資金管理、情報管理のような事項についても発展させる必要がある。 

このように上位目標の達成は、北部スーダンにおける研修コースと給水事業全般の予算が配分

され、実施されるだけでなく、上述の事項が実現される必要がある。 

上位目標を達成するために、PWCT と SWC は以下のような課題に直面している。 

＜PWCT＞ 

・ 多様なニーズに応えるために、様々な技術レベルで異なる技術分野の研修コースや、計画・

財産管理や料金表などの運営面の研修コースを計画・実施する。 

・ 効果的な研修システムのためにすべての SWC の人的資源データベースを開発する。 

・ 州を訪問することにより、SWC で技術移転状況をモニターする。 
 

＜SWC> 

・ 研修や給水サービス全般のための予算を確保する。 

・ 必要な機材や研修施設を持つ研修ユニットを作る。 
 

外部条件については、第 1 に、「機材がプロジェクト期間中 PWCT で使われるよう設置される」

は、上位目標達成のためではなく、プロジェクト目標達成のための条件である。第 2 に、「研修コ

ースを終えた研修生のモチベーションが維持される」は、技術移転のための適切な機材や施設が

あるかどうかにかかっており、これについては現在大半の州で整備されていない。 

次の事項が上位目標を達成するために満たされるべきその他の外部条件である。 

① SWC において給水サービスと研修のために必要な機材が調達される。 

② 給水サービスの収入が給水サービス以外の目的に使われない。 

③ 国家・州予算が将来大幅に変化しない。 

④ 政治的に安定的な状況が維持される。 
 

一方、次の事項がスーダンと日本におけるプロジェクトの想定外の正のインパクトである。 

① プロジェクトは長期間のスーダンに対する日本の援助停止後再開第 1 号案件である。プ

ロジェクト実施の成功や広報活動により、日本の援助に対するスーダン政府と国民の期
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待が高まった。 

② プロジェクトチームは日本のメディアに対する広報活動も行い、JICA ウェッブサイトに

プロジェクトの進捗の報告をした。これら広報活動は、プロジェクトの日本人に対する

アカウンタビリティーを高めた。 
 

３－５ 持続性 

プロジェクトの持続性の見込みはいくつかの課題があり、中程度から高いといえる。 

政策・組織面では、国家水政策は現在ドラフトであるが、給水における人的資源開発の重要性

については変更なく完成される見込みである。PWCT マスタープランは PWCT の基本的な役割と

長期活動計画を描いており、これらは灌漑・水資源省の高い関心と PWC からの強い支援が継続

すれば実現される可能性が高い。さらに、プロジェクトの支援とともに、PWCT は早い発展を遂

げた。これは持続性の面から高く評価される。 

次の事項が持続性における正の側面である。 

(1) ３－４で示したとおり、大半の SWC 総裁が給水サービスの改善のための研修の重要性

を唱えたため、SWC は技術や知識を給水計画に適用することが期待されている。 

(2) 新研修センターの建設は 2011 年 1 月に開始されるだろう。これは適切な宿泊設備を持っ

て研修コースと研修生の数を増加することを可能にする。 

(3) 研修実施システムは予算の確保とともに、PWC 総裁と PWCT センター長のリーダーシ

ップで継続することが望まれる。 

(4) 給水サービスのための組織関連の事項については、SWC は給水施設の維持管理を村レベ

ルに移管する計画に応えて、研修コースは村レベルでの料金徴収活動や機材管理への支

援も含んでいる。 
 

次の事項が組織と資金面でのいくつかの課題である。 

(1) 研修プログラムや研修生の数が増加する見込みである。そのためには予算と人員の増加

が必要である。 

(2) 必要な予算の確保のためには、PWCT は PWC から独立した銀行口座を持つべきである。 

(3) 良い講師を探すためには、他の研修センター、一般大衆、ケナナ砂糖会社などの民間企

業とより広範に情報共有することが必要である。 

(4) 効果的な研修コースのためには、PWCT と SWC の間の関係は改善されなければならな

い。SWC レベルの技術移転や研修ニーズに関する PWCT によるモニタリングシステム

も構築されるべきである。 
 

技術面においては、次の事項がプロジェクトにより開発された研修実施システムを維持してい

く上での課題である。 

(1) カウンターパートは研修コースを彼らだけである程度は実施できるが、いくつかの作業

の実施に関しては、より努力を必要とする。専門家による継続的なモニタリングはカウ
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ンターパートの作業の適切な実施のために望ましい。 

(2) カウンターパートは研修コースの高度なレベルの管理のための PC スキルや、技術的知

識や能力の向上が必要である。 

(3) PWCT は研修コースのための独自のテキストを作成する。 

(4) 講師の質を確保するために、講師の継続的な評価が行われなければならない。 

(5) PWCT は予算管理や実施の評価を行う。 
 

環境面では、環境に配慮した手段、即ち日本から調達した梱包材や機材などが活用された。 

３－６ 効果発現のための促進要因 

 ３－６－１ 効果発現を可能にする要因 

次の事項が正の効果の発現を可能にした。 

・ カウンターパートと専門家、JICA の間の良いコミュニケーションがプロジェクトの円滑

な実施に貢献した。 

・ PWC の総裁がプロジェクトに対して強く支援している。これは、PWCT 予算の確保、増

加などにも見られる。 

・ カウンターパートの本邦研修から、彼らのプロジェクトに対するオーナーシップの向上

と実務への効果的なフィードバックが行われた。 

・ 研修コース実施の回数をふやすことにより、カウンターパートは研修コースの管理と実

施能力を向上させ、専門家とカウンターパートの間の信頼を築いた。 

・ スーダン側、日本側の互いの信頼はプロジェクトのさらなる発展を導いた。 

 ３－６－２ 正の効果発現を阻害する要因 

次の事項が正の効果発現を阻害する要因となった。 

・ カウンターパートは以前同様の経験をしたことがなかったため、問題発見や時間管理、

コースの評価などを行うことが難しかった。 

・ PWCT 予算は PWC に属しているため、PWCT 独自の予算管理が難しく、突然の支払い

に対応できない。 

・ いくつかの SWC はコースの受講料や交通費の支払いに問題があり、研修生を送れなかっ

た。 

・ 大半の SWC は研修機材や施設を備えていないため、技術移転は研修生の意欲があっても

行うことができなかった。 



 

－25－ 

第４章 結論 

本評価調査の結論は以下のとおりである。 

(1) プロジェクト目標はプロジェクトの終了までに達成される見込みである。 

(2) 上位目標の達成のためには、いくつかの外部条件が満たされる必要がある。 

(3) 評価 5 項目において、プロジェクトの評価結果は一般的に高い。 

1) プロジェクトの妥当性は高く、有効性や効率性も高い。 

2) 実施プロセスは概ね良いが、いくつかの点で問題がある。 

3) プロジェクトのインパクトはいくつかの条件があるが高い見込みである。 

4) 研修実施を維持するためには、乗り越えるべき課題がいくつかある。したがってプロ

ジェクトの持続性は中程度から高いといえる。 

(4) PWCT は、PWC の総裁と PWCT のセンター長の強いオーナーシップとリーダーシップ、

JICA スーダン事務所からの集中的な支援、プロジェクトの効果的管理により、早い発展を

達成した。 

(5) 研修の効果を高めるために、PWCT は SWC が自身で研修が行えるよう、研修ユニットを

設立するための支援をすべきである。研修ユニットへは PWCT が支援する。 

(6) プロジェクト期間の延長は行わない。 
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第５章 提言及び教訓 

５－１ 提言 

評価調査団はスーダン側と JICA がプロジェクトの終了までと、プロジェクト後、それぞれの

期間で実現すべき具体的な活動を検討することを提言する。 

 ５－１－１ プロジェクト終了までに実現すべき提言 

  (1) カウンターパート自身による研修コースの実施 

持続性の人的組織的能力を高めるために、日本人専門家による少ない関与のもと、カウ

ンターパート自身のイニシアティブにより、残りの研修を実施すべきである。 

  (2) 全 SWC の人的資源データベースの作成 

PWCT は SWC の正確な研修ニーズを把握するため、全 SWC の人的資源データベースを

作るべきである。それにより、PWCT はプロジェクト終了後実施すべき新たな研修コース

を計画することができる。 

 ５－１－２ プロジェクト終了後実現すべき提言 

  (1) PWCT の研修能力の拡大 

既存の宿泊施設では一度に約 25 人の研修生しか受け入れられず、各 SWC の大きな研修

需要に比して小さい。PWCT の施設、予算、人的資源は拡大すべきである2。 

  (2) PWCT の中・長期開発計画の完成と承認 

PWCT の中・長期開発計画が完成され、スーダン政府によって承認されることが期待さ

れる。 

  (3) 研修プログラムの多様化 

SWC の多様な研修ニーズに応えるために、PWCT は多くの技術テーマで、異なる技術レ

ベルの研修コースや、プロジェクト計画、資金管理、水道料金表などの事務レベルの研修コ

ースなどの研修プログラムを開始することが望ましい。 

  (4) PWCT 予算のための独立銀行口座 

効果的かつ効率的な予算管理のために、PWCT は独立した銀行口座を持つべきである。 

  (5) SWC に研修ユニットを設置するための PWCT からの支援 

PWCT は SWC の多様なレベルの人材に給水サービスの知識や技術を伝達するための研修

ユニットを組織するため、SWC に対して継続的な支援を提供することが望ましい。研修ユ

ニットの役割の中には、SWC レベルでの技術移転状況や SWC の研修ニーズを PWCT に効

果的にフィードバックすることが含まれる。 

                                                        
2 PWC の総裁からの情報では、50 人の研修生を擁することができる新研修センターの建設予算が確保され、建設作業が来年

初頭から始まる予定とのことである。PWC は人的資源や PWCT 活動の拡大に応える予算を増やすことも計画している。 
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  (6) PWCT スタッフによるマニュアルの効果的な活用 

PWCT スタッフは PWCT の効果的な管理のための管理マニュアルを活用すべきである。

これらのマニュアルは必要があれば、適切に改定されるべきである。 

５－２ 教訓 

 ５－２－１ ＰＷＣＴの急速な発展に貢献した要因 

プロジェクトの急速な進展に貢献した正の要因はいくつかある。 

(1) PWC の総裁や PWCT センター長の強いオーナーシップとリーダーシップ 

(2) 日本人専門家リーダーの長期派遣期間 

(3) JICA スーダン事務所からの集中的支援 

(4) 他の関連 JICA プロジェクト（ダルフールプロジェクトなど）への支援により得られた相

乗効果 
 

 ５－２－２ 1 つの研修コースを何回かに分けて行うことによる正の効果 

1 つの研修コースを何回かに分けることにより得られた正の効果は、以下のとおりである。 

(1) 研修期間中に接触する機会を増加させたことにより、研修生、専門家、コースコーディネ

ーター間の互いの理解が高まった。 

(2) 研修コースの管理を増加させることにより、コースコーディネーターの能力向上が高まっ

た。 

(3) 研修コース管理における技術移転の機会を増やしたことにより、コースコーディネーター

と専門家の間の信頼関係が築かれた。 

(4) 各研修コース期間を 2 週間に制限したことにより、多忙な研修生がコースに出席しやすく

なった。 
 

 ５－２－３ 効果的な本邦研修 

カウンターパート本邦研修は主要なカウンターパート全員に対して行われ、また専門家が研

修内容を計画したため、適切で効果的な研修となった。彼らの研修業務に対する意欲、プロジ

ェクトに対するオーナーシップの向上につながり、その後の業務によいフィードバックが見ら

れた。 
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第６章 団長所感 

６－１ 地方視察 

 ６－１－１ 幹部人材の育成 

今次調査で、ハルツーム南方のエル・ゲジーラ、センナール、ホワイト・ナイルの 3 州の SWC

を視察し、SWC の DG，PWCT 研修生と意見交換した。3 州ともこれまで 7 名の研修員をハル

ツームでの 7 つの研修コースに派遣しているが、その 7 名はいずれも、SWC の部長（Department 

Head）、あるいは各ロカリティーの支局長や、SWC の幹部であり、SWC での人材育成における

核となるべく要員を派遣していることが確認できた〔いずれの研修生も BSc（Bachelor of 

Science）、あるいは MSc（Master of Science）を得ている〕。 

 ６－１－２ 給水施設の現状 

上述の 3SWC の給水施設としては、いわゆるレベル 2 施設（管井戸、発電機、水中モーター

ポンプ、公共水栓、あるいは管井戸、ディーゼル・エンジン、レシプロ・ポンプ、公共水栓）

が最も多く設置されており、その他に、浄水施設を備えた都市給水施設は 2~5 カ所、自然の地

形を利用した溜め池タイプの施設が 100～200 カ所あり、全て SWC が直営で運営、維持管理を

行っている。既に給水普及率は 85%程度（村落 80%，都市 95%、エル・ゲジーラ）に達してお

り、SWC の最大の関心事は、既存施設の健全な O/M であり、特に数の多いレベル 2 タイプ（Water 

Yard と呼ばれている）の O/M が問題である、という言及があった。エル・ゲジーラでは村落

給水施設の総数は 2,120 カ所、そのうち健全に稼動しているのは 815 カ所のみで、6 割近い施

設が問題を抱えていることになる。 

 ６－１－３ ＳＷＣにおける人材育成の努力 

上述の 3SWC の DG は、人材育成が最も重要事項であることを認識しており、研修施設の建

設に取り掛かっている。しかし、いずれも具体的な計画は策定されておらず、そのための組織

も編成されていない。 

エル・ゲジーラ SWC から Water Supply Facility コース（水中モーターポンプ、発電機、配電

盤の構造、メンテナンス）に派遣された研修員は、SWC で同様な題目で 1 日だけのワークショ

ップを開催して、PWCT での研修成果を SWC の同僚に技術移転を行っており、21 名の参加者

を得ている。しかし、その参加者は全てエンジニアであり、実際に村落給水のメンテナンスを

担当しているテクニシャン・クラスの人材ではない。 

各 SWC の DG の最大の関心事は、上述の Water Yard が適切な O/M されることであり、これ

らを現場で担当している人材の育成である。各 SWC からは日本側に対して、現場で Water Yard

のポンプや発電機の維持管理に当たっている人材をOJTで訓練して欲しいという要望があった。

具体的には、SWC が建設する研修施設に実際の Water Yard を設置し、その施設を活用して実技

指導を行う研修コースを立ち上げて、運営することである。 
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６－２ 日本人専門家と先方幹部、カウンターパートとの信頼関係 

本プロジェクトでは、日本人専門家と PWC，あるいは SWC の幹部、C/P との良い信頼関係が

醸されている、と感じる。これには、JICA 事務所による強烈なバックアップ、担当者が頻繁に

PWC を訪れてコミュニケーションを密に図っていること等に負うところが大きいと思われる。も

う一つの要因は、プロジェクトのリーダーが長期間（年間 8 カ月）現地に滞在し、スーダン側人

員と頻繁に面会し、コミュニケーションを密にしていることも信頼関係の醸成に大きく貢献して

いるものと考えられる。リーダーの派遣元では、リーダークラスの人材を一つのプロジェクトに

長期間派遣するのは、経営上または人繰り上難しいことであろうし、また、生活環境の厳しい状

況に長期間滞在する専門家ご自身のご苦労もあろうが、今後とも状況が許す限りこのような体制

で臨むことが望ましいと考えられる。 

 

以 上
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 Proposed Modification of the Project Design Matrix (PDM4)
Name of the Project:  Human Resources Development for Water Supply in Sudan Project Duration: From June, 2008 to March,  2011 (3Years)
The Project Target Area: Northern Part of Sudan Project Target Group: Staff of PWCT, PWC and SWCs,   Indirect Target Group: All the staff of Water Supply Sector

Summary of the Project Indicator Procurement Means External Condition
< OVERALL GOAL >

Institutional capacity for stabilizing water supply in the northern Sudan is enhanced.
1. Capacity building for more than 7 core personnel at each SWC
2. Applied annual water supply plan (3-5 years) with the State budget based on lessons
learnt from the implemented training courses

1.  Training reports
2.  Applied annual budget plans

・ Political stability continues
・ A large-scale change of structure does not
occur in the water supply sector

< PROJECT PURPOSE >

PWC Training Center establishes the system for the implementation of Training

1.  Average grade of evaluation of the trial training courses by the trainees marks more
than 90%
2.  Average grade of evaluation of the administration by the trial courses trainees marks
more than 90%
3.  At least 90% of the trial course trainee gain certificate of successful completion of the
course

1.  Summary of evaluation
2.  Summary  of evaluation
3.  Ratio between Number of Certificate given and
total number of trainee attended courses

・ Trainees who complete courses continue
working at their organization
・ Equipments are installed at PWCT to be utilized during the project

period.
・ Motivations of trainees who completed the
training course are sustained

< OUTPUTS >
1.  PWC Training Center acquires abilities to implement and plan training courses 1-1.  More than 80% of the works done by course coordinators in training course

management and implementation
1-2.  Established annual plan, manual, materials and syllabus of more than 3 principal
and 4 ad hoc training courses
1-3.  Established training site (PWCT workshop)
1-4.  Improved evaluation to the lectures of all training courses

1-1.   Training reports
1-2.  Annual Plan, manuals, materials and syllabus
1-3.  Situation of the workshop
1-4.  Training report

・ Budget for the Center is secured continuously
and Structure of the organization is not changed
dramatically

2.  PWC Training Center acquires administrative abilities necessary for managing training courses 2-1.  Revised regulations and TOR of the staff in activity 2
2-2.   Proper management of the improved necessary materials and texts of the training
courses
2-3.  Proper management of the Center budget

2-1.  Records of the project
2-2.  Records of material
2-3.  Budgetary records

3.  PWC Training Center acquires the abilities of problem solution and feedback on training courses. 3-1.   Implementation of more than four (4) times of three principal courses and more
than two (2) times of the  ad hoc courses
3-2.   Number of problems and difficulties on each point of view referred in Activities 3-2
3-3.  Number of improvements of all activities of the Center based on Activities 3-2

3-1.  Records of trainings
3-2.  Number of points which should be
implemented

< ACTIVITIES >
1-1.  Establishment of the manual for planning, managing and evaluating training courses
1-2.  Training of course coordinators utilizing the manual above
1-3.  Supplemental survey and examination (technical level, subject, background of the trainee, etc.)
1-4.  Design of principal and ad hoc training courses based on 1-3
1-5.  Preparatory of annual plan, curriculum, training materials, tools, equipment, and ,machinery for
principal and ad hoc training courses
1-6.  Identification of lecturers and field training sites for principal and ad hoc training courses from
related organizations (PWC, GWWD, SWCs, Universities, Private Companies, etc.)
1-7.  Supplemental training regarding the know-how for lecturers of principal and ad hoc training
courses
1-8.  Establishment of evaluation methods training courses
1-9.  Improvement of the manual written in 1-1, on the basis of problems identified in 3-2

Sudanese Side

1.  Allocation of Counterparts
2.  Daily and travel allowance for Trainers
3.  Lecturers allowance
4.  Expenses for installation of equipments
5.  Working condition for Japanese Experts
6.  Expenses for the consumable goods and running
expenses for Training
7.  Standby generator for the Training Center
8.  Construction of workshop at Km 10
9.  Construction of laboratory of water quality
analysis
10 Arrangement of lodging facility and equipment

・ Trainees for Course for Instructions will stay
and continue working at the Center as Instructors
・ Staffs of the Training Center will continue
working at the Center without transfer

2-1.  Establishment of regulations and demarcation of duties for the administration training courses
2-2.  Proper reservation of the training materials and texts
2-3.  Decision of budgetary plan for training courses
2-4.  Proceeding administrational steps for negotiation, contract, procurement and public relations
2-5.  Management and maintenance of facilities for training
2-6.  Improvement of the regulations and demarcation established in 2-1, on basis of problems
identified in 3-2

3-1.  Tentative implementation of principal and ad hoc training courses
3-2.  Identification of problems in the following fields
          ·  Consistency between the needs and contents of the courses
          ·  Contents of course materials and their interface
          ·  Capacity and presentation methods of Lecturers
          ·  Capacity of coordinators and procedure established in 1-1
          ·  Capacity of administrators and regulations/procedures established in 2-1.
3-3. Improvement of the problems identified in Activities 3-2.

< IMPORTANT ASSUMPTIONS >
・ Political Stability & Peace of Order will not be
worsened extremely
・Adequate number of personnel are assigned to
Training Center
・Each SWC establishes the organizational
framework

< INPUTS >
Japanese Side

1.  Experts
   · Training Course Management / Water Supply
   · Water Supply Facilities ( Machinery and Electrics)
   · Operation and Maintenance of Water Treatment Plant/ Maintenance of Pipe
Networks
   · Data Management / GIS
   · Education Technology/Organizational Management
   · Water Quality Analysis/Data Base
   · Well Management
2.  Equipment
   · Necessary equipments for the training course of  "Water Supply Facilities
      (Machinery and Electrics)"
   · Necessary equipments for the training course of  "Data Management / GIS"
   · Necessary equipments for the training course of "Water Quality Analysis"
   · Necessary equipments for the training course of "Maintenance of Pipe Network"
   · Necessary equipment for training course if "Well Management"
   ・Necessary equipment for workshop
   · Vehicle for the Project

3. Training in Japan

Remarks: PWC stands for Public Water Corporation, SWC for State Water Corporation
"TOR" is integrated into manuals produced in the Project Activities.
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1

1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

1-6

1-7

1-8

1-9

2

2-1

2-2

2-3

2-4

2-5

2-6

3

3-1

Expert

7.Well Management

2.Ad hoc course

  3)Well Management

1.Basic course

  1)Operation and Maintenance of Water Supply Facility(Machinery and Electric Equipment)

  2)Operation and Maintenance of Water Treatment Plant

  3)Data Management/GIS

  1)Water Quality Analysis

  2)Management of Pipe Network

6.Water Quality Analysis

1.Project Manager/Training Course Management /Water Supply
2.Operation and Maintenance of Water Supply Facilities(Machinery and Electric Equipment)
3.Operation and Maintenance of Water Treatment Plant and Management of Pipe Networks
4.Data Management/GIS

Supplemental training regarding the knowhow for teaching for lecturer of principal and ad hoc
training courses

5.Education Technology/Organizational management

5)Capacity of administrators and regulations/procedures established in 2-1

Improvements and lessons are extracted from the trial implementation of training courses

Tentative implementation of principal and ad hoc training courses

2)Contents of course materials and their interfaces

3)Capacity and presentation methods of trainers

Identification of problems in the following fields

1)Consistency between the needs and contents of the course

  4)Organizational Management

4)Capacity of coordinators and procedure established in 1-1

Proceeding administrational steps for negotiation, contract, procurement and public relations

Training course coordinators utilizing the manual above

Management and maintenance of facilities for training
Improvement of the regulations and demarcation established in 2-1, on the basis of problems
identified in 3-2

PWC Training Centre acquires administrative abilities necessary for managing training

Preparation of an annual plan, curriculum, training materials, tools, equipments and machinery for
principal and ad hoc training courses

Establishment of evaluation methods for training course

Design of principal and ad hoc courses based on 1-3

Identification of lecturer and field training sites for principal and ad hoc training courses from related
organizations (PWC,GWWD, SWCs, Universities, Private Companies etc.)

2010
Ⅱ Ⅲ

1 114
Ⅳ

35 6 27 8 9 10 16

2008 2009
Ⅱ Ⅲ ⅣⅠ

2 7 8

3rd
2011

12
Ⅰ Ⅲ Ⅳ Ⅰ

3115110

2nd

Ⅱ
9 103 4 12

1st

Establishment of the manual for planning, managing and evaluating training courses

PWC Training Center acquires abilities to implement and plan training courses

Month

Evaluation
Period

129

Plan of Operation (PO2)

2009.3.10

4 5 6 7 8
Items

211

Training
Course

Fiscal Year
Year

Quarter

3-2

Establishment of regulations and demarcation of duties for the administration of training courses

Proper reservation of the training materials and texts

Decision of budgetary plan for training courses

Supplemental survey and examination (technical level, subject, background of the trainee,etc) for
principal and ad hoc training courses

Improvement of the manual written in 1-1, on the basis of problems identified in 3-2

Mid-Term Final
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